
津南町に住んで思うこと

私もひと言シリーズ・町民の声
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政
権
が
代
わ
り
、
一
事
が
万
事

に
期
待
と
不
安
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
達
は
日
本
一
の
大

河
信
濃
川
の
如
く
、
台
風
や
大
雨

に
も
た
じ
ろ
が
ず
、
と
う
と
う
と

流
れ
、
大
き
な
川
の
流
れ
を
変
え

な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
数
十

年
に
及
ぶ
ダ
ム
建
設
の
計
画
が
一

夜
に
し
て
中
止
と
な
る
。
地
元
の

賛
成
反
対
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
水

を
利
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
下
流

域
の
賛
成
意
見
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ダ
ム
建
設
の
中
止
で
国
の
大
き
な

予
算
を
捻
出
す
る
の
は
い
い
が
、

大
倉
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
小
さ
い

工
事
に
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は

予
算
を
削
ら
な
い
で
欲
し
い
も
の
だ
。

し
か
も
早
期
完
成
を
望
む
。

　
町
の
皆
さ
ん
と
共
に
要
望
し
て

い
く
。（
勝
）

谷　内 戸田　貢輔さん
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一般質問（多方面からの議論）

　私が、新規就農者として津南町へ
移り住んで６年が経ちました。その間、
家族もでき地元の方々の温かい支援
のおかげで、現在楽しい日々を過ご
させていただいております。
　時には厳しくご指導を受けること
もありますが、農業の奥深さ、収穫
の喜びを実感しています。
　津南に住むようになって、まだ不
慣れなとき近隣の皆様から気さくに
声をかけていただき、人と人とのつ
ながりの大切さをあらためて学んだ
ように思います。子どもたちも元気
にあいさつをします。横断歩道を渡
り終えたとき「ありがとうございま
した」また、道ですれ違うとき「こ

んにちは」この何気ないあいさつに
気持ちも和らぎます。
　近年、人と人とのつながりが薄く
なってきていると言われていますが、
このあいさつが続く限り、そのよう
なことはないと思います。
　ここには、四季折々のすばらしい
自然もあります。このような環境の中、
子どもを育てられることは、今後の
成長にとって大変良いことと思って
います。
　この町が将来もっと発展していっ
ても、あいさつのできる素直な気持
ちは継続していってもらいたいと強
く感じています。

赤　沢 滝沢　歩惟さん
あ い

こう すけ

「きれいな町づくりをめざしましょう」
　先日、出かけたときのことです。
店を出ると、前方から60代くらいの
夫婦のような二人連れがやって来ま
した。男性はたばこを手にしていま
した。すると、何とそのたばこをす
ぐ足元の側溝へ落としたのです。
ショックでした。それを見て何も言
えない私も私ですが、隣にいた女性
が何も言わないことが信じられませ
んでした。たばこだけではありません。
車を走らせていると、コンビニの大
きな袋が道路の真ん中にありました。
前を走っていたトラックが踏んでし
まい、ゴミは散らかってしまいました。
私の車や後続の車もそれを踏んでし
まい、辺りはゴミだらけになってし
まいました。路肩などには、空き缶

やペットボトル、お弁当などのゴミ
が捨てられていることもあります。
捨てている人は何を考えているので
しょうか。小さい頃から、ポイ捨て
はいけないと習ってきたはずです。
環境破壊につながることも何らかの
形で耳にしていると思います。捨て
られたゴミを片付けているのは、捨
てた人ではありません。自分のゴミ
を自分で捨てることすらできない大
人がいるのです。そういう人たちの
意識が少しでも変わるような町づく
りをしていただけたらと思います。
そして、大好きな津南がこれからも
自然豊かで美しい町であってほしい
と思います。

Tsunan-Town

2009年10月22日発行

ユリの出荷作業に大忙し

夫婦仲良く里いも収穫

倒伏田も上手に稲刈り

ほぼ平年並みの作況

新規就農者が取り組む大豆生産 　一面に咲くそばの花

今年の出来は？秋にんじん
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国民健康保険  会  計
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補正額・・・・・・・・・・・・・24,661千円
総　額・・・・・・・・・1,058,725千円
（主な内容）各種拠出金、支援金の確定等に伴う補正
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（主な内容）償還金精算による補正
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◆総　務　費　　　共聴施設改修工事費増等
◆民　生　費　　　子育て応援特別手当交付金等
◆衛　生　費　　　妊婦一般健康診査等委託料増等
◆農林水産業費　　　森林保育委託料の増等
◆土　木　費　　　住宅改修補助金等
◆消　防　費　　　消防団員雨具代等
◆教　育　費　　　中学校校舎整備工事費増等
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津
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
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一
部
を
改
正
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る
条
例
の
制
定

◆
津
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◆
津
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定

【
内
容
】
そ
れ
ぞ
れ
の
各
保
険
料

を
納
期
限
後
に
納
付
す
る
場
合
の

延
滞
金
の
算
定
方
法
の
改
正
で
す
。

詳
細
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
若

干
算
定
方
法
が
緩
和
さ
れ
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

◆
改
正
貸
金
業
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の
早
期
完
全
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行
を
求
め
る
陳
情

【
要
旨
】
す
べ
て
の
人
が
多
重
債

務
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
現
存
す

る
多
重
債
務
者
を
早
期
に
救
済
す

る
施
策
を
求
め
る
。

【
結
果
】
全
員
賛
成
で
採
択

◆
私
立
高
校
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が
学
費
を
心
配
せ

　
ず
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う
に
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る
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、
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費
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私
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助
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を
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め
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校
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す
る
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学
助
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立
高
校
の
３
分
の
１
、

学
費
は
公
立
の
６
倍
に
も
な
り
、

生
徒
・
保
護
者
の
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
公
費
（
私
学
助
成
）
を

増
額
・
拡
充
す
る
施
策
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求
め
る
。

【
結
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◆
町
道
の
認
定

　
西
ノ
坪
下
線
・
西
ノ
坪
中
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（
中

　
深
見
乙
）
地
内
２
路
線

◆
財
産
の
取
得

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
29
人
乗
り
）

　
１
台
。

　
津
南
町
地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
を
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る
。

　　
5
期
15
年
の
間
就
任
い
た
だ
き

ま
し
た
、
滝
沢
勝
枝
氏
の
後
任
と

し
て
、
桑
原
京
子
氏
（
貝
坂
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
1
期

3
年
で
今
年
9
月
26
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。
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新
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町
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船
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内
）
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の
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事

P
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そ
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他
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決
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件

O
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in
an
ce

　
　
re
vi
si
on

一般会計 全員賛成一般会計 全員賛成一般会計 全員賛成
平成20年度 決算

労働費 0.0％

議会費 1.4％

災害復旧費
0.1％

総務費
13.1％

民生費
21.0％

衛生費
11.5％

商工費
4.6％

地方交付税
50.1％

依存財源
70.3％

自主財源
29.7％

町税
19.4％

町民税
7.0％

固定資産税
10.8％

県支出金
6.8％

交付金 2.6％地方譲与税 1.6％
国庫支出金
3.1％

繰入金 0.5％

寄付金 0.0％

分担金及び負担金
1.9％

財産収入 1.3％

使用料及び手数料
0.6％

諸収入 2.6％

繰越金 3.4％

その他町税 1.6％

町債
6.1％

消防費
4.5％

教育費
10.5％

公債費
10.3％

土木費
10.4％

農林水産費
12.6％

職員給
12.1％

その他
6.3％

補助費等
21.1％物件費

12.9％

人件費
18.4％

その他
0.7％

補助事業費
1.2％

投資及び出資金積立金 0.2％
維持補修費 2.7％

貸付金 1.9％災害復旧事業費貸付金
 0.1％

普通建設事
業費10.9％

単独事業費
9.0％

公債費
10.9％

繰出金
15.5％

扶助費
5.2％

歳　出
5,579,097千円

性質別
歳出構成図
（％）

性質別
歳出構成図

町 債 現 在 高

歳　入
5,857,864千円

歳　入 歳　出

55億7,909万円

区　　　　分 20年度未残高（千円）

（１）一般会計
　  1.一般公共事業債
　  2.一般単独事業債
　　　うち地域総合整備事業債
　　　うち臨時地方道整備事業債
　　　うち臨時河川等整備事業債
　  3.公営住宅建設事業債
　  4.教育・福祉施設等整備事業債
　  5.辺地対策事業債
　  6.災害復旧事業債
　  7.厚生福祉施設整備事業債
　  8.過疎対策事業債
　  9.財源対策債
　10.臨時財政特例債
　11.公共事業等臨時特例債
　12.減税補填債
　13.臨時税収補填債
　14.臨時財政対策債
　15.調整債
　16.県貸付金

（２）簡易水道特別会計
　  1.簡易水道事業債

（３）下水道特別会計
　  1.特定環境保全公共下水道事業債

（４）農業集落排水事業特別会計
　  1.農業集落排水事業債

合　　　　計

360,339
360,339

4,453,880
40,718
333,419
6,120

238,073
14,725
128,859
496,841
62,641
67,020
3,470

1,423,419
63,660
50,387

0
59,424
36,964

1,679,962
343
6,753

4,606,628
4,606,628

3,515,939
3,515,939

12,936,786
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津南町議会だより

2009.10.22
決　　算

津南町議会だより

2009.10.22
条例の改正・陳情

　◆
津
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◆
津
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◆
津
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定

【
内
容
】
そ
れ
ぞ
れ
の
各
保
険
料

を
納
期
限
後
に
納
付
す
る
場
合
の

延
滞
金
の
算
定
方
法
の
改
正
で
す
。

詳
細
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
若

干
算
定
方
法
が
緩
和
さ
れ
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

◆
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施

　
行
を
求
め
る
陳
情

【
要
旨
】
す
べ
て
の
人
が
多
重
債

務
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
現
存
す

る
多
重
債
務
者
を
早
期
に
救
済
す

る
施
策
を
求
め
る
。

【
結
果
】
全
員
賛
成
で
採
択

◆
私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ

　
ず
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
に
す

　
る
た
め
に
、
学
費
軽
減
制
度
の

　
拡
充
な
ど
私
学
助
成
の
増
額
・

　
拡
充
を
求
め
る
陳
情

【
要
旨
】
私
立
高
校
に
対
す
る
私

学
助
成
が
公
立
高
校
の
３
分
の
１
、

学
費
は
公
立
の
６
倍
に
も
な
り
、

生
徒
・
保
護
者
の
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
公
費
（
私
学
助
成
）
を

増
額
・
拡
充
す
る
施
策
を
求
め
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
採
択

　

◆
町
道
の
認
定

　
西
ノ
坪
下
線
・
西
ノ
坪
中
線
（
中

　
深
見
乙
）
地
内
２
路
線

◆
財
産
の
取
得

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
29
人
乗
り
）

　
１
台
。

　
津
南
町
地
域
公
共
交
通
の
確
保

　
を
図
る
。

　　
5
期
15
年
の
間
就
任
い
た
だ
き

ま
し
た
、
滝
沢
勝
枝
氏
の
後
任
と

し
て
、
桑
原
京
子
氏
（
貝
坂
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
1
期

3
年
で
今
年
9
月
26
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。

津
南
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

桑
原
京
子
氏

桑原京子氏

新
た
に
認
定
さ
れ
た
町
道（
船
山
地
内
）

条
例
の

改
正

陳 

情

人
　
事

P
et
it
io
n

そ
の
他

議
決
案
件

O
rd
in
an
ce

　
　
re
vi
si
on

一般会計 全員賛成一般会計 全員賛成一般会計 全員賛成
平成20年度 決算

労働費 0.0％

議会費 1.4％

災害復旧費
0.1％

総務費
13.1％

民生費
21.0％

衛生費
11.5％

商工費
4.6％

地方交付税
50.1％

依存財源
70.3％

自主財源
29.7％

町税
19.4％

町民税
7.0％

固定資産税
10.8％

県支出金
6.8％

交付金 2.6％地方譲与税 1.6％
国庫支出金
3.1％

繰入金 0.5％

寄付金 0.0％

分担金及び負担金
1.9％

財産収入 1.3％

使用料及び手数料
0.6％

諸収入 2.6％

繰越金 3.4％

その他町税 1.6％

町債
6.1％

消防費
4.5％

教育費
10.5％

公債費
10.3％

土木費
10.4％

農林水産費
12.6％

職員給
12.1％

その他
6.3％

補助費等
21.1％物件費

12.9％

人件費
18.4％

その他
0.7％

補助事業費
1.2％

投資及び出資金積立金 0.2％
維持補修費 2.7％

貸付金 1.9％災害復旧事業費貸付金
 0.1％

普通建設事
業費10.9％

単独事業費
9.0％

公債費
10.9％

繰出金
15.5％

扶助費
5.2％

歳　出
5,579,097千円

性質別
歳出構成図
（％）

性質別
歳出構成図

町 債 現 在 高

歳　入
5,857,864千円

歳　入 歳　出

55億7,909万円

区　　　　分 20年度未残高（千円）

（１）一般会計
　  1.一般公共事業債
　  2.一般単独事業債
　　　うち地域総合整備事業債
　　　うち臨時地方道整備事業債
　　　うち臨時河川等整備事業債
　  3.公営住宅建設事業債
　  4.教育・福祉施設等整備事業債
　  5.辺地対策事業債
　  6.災害復旧事業債
　  7.厚生福祉施設整備事業債
　  8.過疎対策事業債
　  9.財源対策債
　10.臨時財政特例債
　11.公共事業等臨時特例債
　12.減税補填債
　13.臨時税収補填債
　14.臨時財政対策債
　15.調整債
　16.県貸付金

（２）簡易水道特別会計
　  1.簡易水道事業債

（３）下水道特別会計
　  1.特定環境保全公共下水道事業債

（４）農業集落排水事業特別会計
　  1.農業集落排水事業債

合　　　　計

360,339
360,339

4,453,880
40,718
333,419
6,120

238,073
14,725
128,859
496,841
62,641
67,020
3,470

1,423,419
63,660
50,387

0
59,424
36,964

1,679,962
343
6,753

4,606,628
4,606,628

3,515,939
3,515,939

12,936,786
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決　　算

津南町議会だより

2009.10.22
条例の改正・陳情



介
護
保
険
会
計

反
対
討
論

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

一
般
会
計
賛
成
討
論

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

一
般
会
計
賛
成
討
論

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

病
院
会
計
賛
成
討
論

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

監
査
決
算
意
見
書

護
保
険
特
別
会
計

介

債
町

院
会
計

病

般
会
計

一

と
う
ろ
ん

事業会計を全員賛成・特別会計を賛成多数で認定事業会計を全員賛成・特別会計を賛成多数で認定
津南病院事業会計 平成20年4月1日～

　　平成21年3月31日 特別会計
会　計　名 区　　分 決算額（千円）

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

1,071,023
1,029,358
41,665

国民健康保険
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

179,443
178,854

589

老 人 保 健
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

116,061
113,940
2,121

後期高齢者医療
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

1,266,335
1,143,614
122,721

介 護 保 険
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

145,902
133,325
12,577

簡 易 水 道 料
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

641,523
621,305
20,218

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

287,088
282,395
4,693

農業集落排水
事 業 会 計

1.医業収益
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2.医業費用
               　
　　　医業損失
3.医業外収益
（2）補助金 
（3）患者外給食収益 
（4）その他医業外収益 
4.医業外費用
（1）支払利息及び
　　　企業債取扱諸費 
（2）患者外給食材料費
（3）消費税  
5.介護保険収益
（1）介護保険収益
6.介護保険費用
（1）給与費
（2）経費 
　　　経常損失
7.特別利益
（1）過年度損益修正益 
8.特別損失
（1）過年度損益修正損
当年度純損失
前年度繰越欠損金 
当年度未処理欠損金

　

1,592,997,867

1,885,795,137
　

 268,429,931

　　　

 13,458,826

  542,620
　

316,152

  70,441

  660,471

               
292,797,270

　

 

254,971,105

226,468
37,599,697

590,030
38,189,727

1,113,722,505
1,151,912,232

633,078,256
882,719,193
77,200,418

1,885,795,137

 256,794,939
1,118,840

 10,516,152  

 9,550,741
 1,310,085
 2,598,000

542,620

280,849
35,303

70,441

660,471

　
歳
入
58
億
5,

7
8
6
万
円
（
前

年
比
7,
9
5
1
万
円
、
1
・
4
％

増
）、
歳
出
55
億
7,
9
0
9
万
円

（
前
年
比
3
7
7
万
円
、
0
・
1
％

減
）
と
歳
入
歳
出
と
も
ほ
ぼ
前
年

並
み
と
な
っ
た
。

　
歳
入
で
前
年
比
増
と
な
っ
た
主

な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
1
億

9,

2
0
2
万
円
（
前
年
比
7
・

0

％

増

）
、

国

庫

支

出

金

6,

0
5
6
万
円
（
前
年
比
49
・

0
％
増
）
、
分
担
金
負
担
金

2
,

4
8
3
万
円
（
前
年
比

2
8
.
4
％
増
）
、
等
で
あ
り
、

歳

入

で

の

減

少

は

町

債

8,

3
6
8
万
円
（
前
年
比
18
・

9
％
減
）
町
税
5,

4
1
8
万
円

（
前
年
比
4
・
6
％
減
）
、
繰
越
金

4,

0
5
1
万
円
（
17
・
2
％
減
）、

繰
入
金
2,

1
3
5
万
円
（
前
年

比
41
・
8
％
減
）
、
県
支
出
金

1,

0
9
7
万
円
（
2
・
7
％
減
）

等
で
あ
る
。

　

歳

出

で

は

民

生

費

1

億

3,

4
5
6
万
円
（
前
年
比
13
・
0

％
増
）
、
教
育
費
7,

2
8
1
万

円
（
前
年
比
14
・
2
％
増
）、
等
が

増
で
、
衛
生
費
1
億
7
1
7
万
円

（
前
年
比
14
・
3
％
減
）
、
土
木
費

7,

1
3
7
万
円
（
前
年
比
11
・

0
％
減
）、
公
債
費
3,

4
7
5
万

円
（
前
年
比
5
・
7
％
減
）
等
が

減
額
と
な
っ
た
。

　
歳
出
の
増
減
理
由
と
し
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

及
び
同
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
創

設
に
よ
る
民
生
費
の
増
、
冬
季
国

体
の
開
催
や
学
校
校
舎
耐
震
診
断

実
施
等
に
よ
る
教
育
費
の
増
が
あ

る
。
ま
た
、
老
人
保
健
会
計
へ
の

繰
出
金
の
減
に
よ
る
衛
生
費
の
減
、

町
道
改
良
舗
装
工
事
の
減
、
小
雪

に
よ
る
除
雪
対
策
費
の
減
等
に
よ

る
土
木
費
の
減
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
の
自
主
財
源
が
29
・

7
％
（
前
年
比
3
％
）
、
17
億

3,

8
4
3
万
円
、
依
存
財
源
が

70
・
3
％
（
前
年
68
・
7
％
）、
41
億

1,

9
4
2
万
円
で
あ
り
、
自
主

財
源
が
前
年
を
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
、

6,

7
9
4
万
円
下
回
っ
た
。
こ

れ
は
景
気
低
迷
等
に
よ
る
町
税
の

減
や
、
農
業
振
興
費
交
付
金
な
ど

国
庫
支
出
金
の
増
額
が
要
因
で
あ

る
。
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
比

7
・
0
％
の
増
で
歳
入
全
体
の
50
・

1
％
（
前
年
47
・
5
％
）
を
占
め

て
お
り
、
こ
の
増
減
が
財
政
運
営

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
町
債
発
行
高
は
44
億
5,
3
8
8

万
円
（
前
年
45
億
9,

3
7
9
万

円
）
で
前
年
比
1
億
3,

9
9
1

万
円
の
減
と
な
っ
た
。
公
債
費
の

支
出
は
前
年
比
3
4
7
5
万
円
の

減
額
と
な
り
、
構
成
比
率
も
10
・

3
％
（
前
年
10
・
9
％
）
で
前
年

を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
。

　　
歳
入
12
億
6,
6
3
3
万
円（
前

年
比
6
・
5
％
増
）
、
歳
出
11
億

4,
3
6
1
万
円
（
前
年
比
3
・
6

％
増
）で
差
引
き
1
億
2,
2
7
2

万
円
の
繰
越
。

　
保
険
料
収
入
は
1
億
4,
7
4
7

万
円（
前
年
1
億
4,
9
1
3
万
円
）

で
、
1
・
1
％
の
減
で
あ
る
。
保
険

給
付
費
は
10
億
2,
5
0
6
万
円（
前

年
9
億
8,
1
6
4
万
円
）で
前
年

比
4
・
4
％
、
4,
3
4
2
万
円
の

増
と
な
っ
た
。
受
給
者
数
は
月
平

均
5
9
7
人
で
前
年
比
3
・
8
％
、

22
人
の
増
、受
給
者
率
は
14
・
7
％

（
前
年
14
・
1
％
）と
伸
び
て
い
る
。

高
齢
化
の
急
激
な
進
行
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
制
度
充

実
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
平
成
20
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
2
億
5,
6
4
8

万
円（
内
運
営
費
2
億
1,
0
0
0

万
円
）
を
加
え
た
総
収
益
で
前
年

度
比
0
・
44
％
の
減
、総
費
用
で
は

前
年
度
比
1
・
94
％
の
減
と
な
り
、

差
し
引
き
3,
8
1
9
万
円
の
当

期
純
損
失
で
あ
る
。
純
損
失
額
は

前
年
度
に
比
べ
2,
9
3
1
万
9

千
円
の
減
と
な
っ
た
。

　
病
院
経
営
は
診
療
体
制
の
充
実

安
定
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む

町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
医
師
の
確

保
と
常
勤
化
に
努
め
、「
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
」
に
な
お

一
層
の
努
力
を
念
願
す
る
。

　　
町
債
の
新
規
発
行
額
は
、
一
般

会
計
で
３
億
5,
8
3
9
万
円
、

前
年
比
8,

3
6
8
万
円
の
減
（
前

年
比
18
・
9
％
減
）、
特
別
会
計
で

は
、
簡
易
水
道
会
計
で
5
5
0
万

円
、
下
水
道
事
業
会
計
で
前
年
比

１
億
4,

7
9
0
万
円
減
（
前
年

比

56
・
0

％

減

）

の

１

億

1,

6
4
0
万
円
の
発
行
で
あ
っ

た
。
町
債
の
期
末
累
計
残
高
は
、

一
般
会
計
で
44
億
5,

3
8
8
万

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
で
３
億

6,

0
3
3
万
円
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
で
46
億
6
6
2
万
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で

35
億
1,

5
9
3
万
円
、
合
計

1
2
9
億
3,

6
7
8
万
円
で
、

前
年
同
期
比
３
億
4,

9
2
7
万

円
減
（
前
年
比
2
・
6
％
減
）
と

な
っ
た
。

　

　
自
主
財
源
が
前
年
比
を
下
回
る

情
勢
の
中
、
町
民
の
一
番
の
情
報

源
と
な
る
広
報
無
線
の
更
新
が
前

倒
し
で
完
了
し
た
。

　
民
生
に
お
い
て
は
要
援
護
世
帯

の
方
へ
の
除
雪
委
託
費
補
助
を
は

じ
め
、
原
油
高
騰
に
よ
る
暖
房
費

の
補
助
な
ど
少
な
い
な
が
ら
心
遣

い
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　

　
保
育
に
お
い
て
は
居
残
り
保
育

時
間
外
手
当
が
80
万
円
で
あ
っ
た

が
時
間
外
で
も
園
児
の
面
倒
を
見

て
く
れ
る
保
育
士
さ
ん
の
努
力
と

子
ど
も
を
時
間
外
ま
で
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
と
い
う
親
と
の
間
の

今
後
益
々
大
切
な
施
策
に
な
る
と

思
う
。

　
ま
た
当
町
の
歴
史
に
残
る
ト
キ

め
き
国
体
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
雪
の
上
か
ら
も
当
町
の

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
。

　
健
全
財
政
を
貫
い
た
こ
と
に
賛

成
と
す
る
。

　　
20
年
度
は
、
学
校
統
廃
合
計
画

が
示
さ
れ
、
町
の
将
来
に
か
か
わ

る
大
事
な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ

た
。
新
潟
県
は
全
国
３
番
目
に
統

廃
合
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
い

い
の
か
、
地
域
の
議
論
を
尊
重
し

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
絶
対
に
な
く
せ
な
い
町
立

病
院
は
、
国
の
交
付
税
削
減
や
診

療
報
酬
改
定
等
で
経
営
難
で
あ
る
。

ま
た
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
、
病
院
再
編
を
押
し
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
自
治
体
病
院

を
守
る
と
答
弁
さ
れ
た
町
長
に
は

国
の
医
療
政
策
の
転
換
に
力
を
発

揮
し
て
頂
き
た
い
。
働
く
ル
ー
ル

が
壊
さ
れ
て
い
る
今
、
自
治
体
の

中
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く

る
働
か
せ
方
は
、
早
急
に
改
善
す

べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
住

民
の
声
を
聞
き
、
住
民
の
生
活
に

よ
り
そ
っ
た
町
政
運
営
に
励
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
全
国
的
に
医
師
、
看
護
師
の
確

保
が
困
難
な
時
代
。
ま
た
こ
の
地

域
に
あ
り
な
が
ら
十
日
町
病
院
と

の
良
好
な
連
携
を
と
り
、
予
防
医

学
の
取
組
み
に
お
い
て
内
科
常
勤

医
師
を
迎
え
る
な
ど
、
医
療
体
制

の
整
備
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
病
院
利
用

者
の
絶
対
数
の
減
少
と
既
応
患
者

数
の
減
、
病
院
に
か
か
ら
な
く
て

も
よ
い
健
康
な
人
の
増
な
ど
様
々

な
要
件
に
よ
り
利
用
者
の
減
が
み

ら
れ
た
。
し
か
し
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
を
加
え
た
総
利
益
は
前
年

度
比
の
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

費
用
は
経
費
の
圧
縮
努
力
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
の
減
で
あ
り
、
差

引
損
失
は
前
年
度
比
5
6
％
で
抑

え
ら
れ
た
こ
と
は
、職
員
一
丸
と
な
っ

た
努
力
と
認
め
賛
成
と
す
る
。

　
介
護
保
険
会
計
は
、
増
え
続
け

る
保
険
料
負
担
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
は
お
け
な
い
。
我
が
党
は
25
％

ま
で
減
ら
し
た
介
護
へ
の
国
庫
負

担
を
50
％
ま
で
戻
す
よ
う
求
め
て

い
る
。全
額
自
己
負
担
の
食
費
、居

住
費
な
ど
の
利
用
者
は
、
無
料
を

目
指
す
提
案
を
し
て
い
る
。

　
3
3
8
人
も
の
特
養
待
機
者
の

問
題
で
は
、
特
養
の
増
設
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
を

い
か
に
支
え
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

新
予
防
給
付
が
で
き
た
こ
と
で
、

要
支
援
の
認
定
者
が
増
え
た
り
、

更
に
は
、認
定
基
準
変
更
の
主
眼
が
、

厚
生
省
の
給
付
抑
制
施
策
で
あ
る

こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。
構
造
改
革

路
線
の
も
と
で
、
制
度
改
悪
が
現

場
を
混
乱
さ
せ
、
利
用
者
の
生
活

を
壊
わ
し
い
る
。改
善
を
求
む
。

円 円 円
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介
護
保
険
会
計

反
対
討
論

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

一
般
会
計
賛
成
討
論

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

一
般
会
計
賛
成
討
論

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

病
院
会
計
賛
成
討
論

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

監
査
決
算
意
見
書

護
保
険
特
別
会
計

介

債
町

院
会
計

病

般
会
計

一

と
う
ろ
ん

事業会計を全員賛成・特別会計を賛成多数で認定事業会計を全員賛成・特別会計を賛成多数で認定
津南病院事業会計 平成20年4月1日～

　　平成21年3月31日 特別会計
会　計　名 区　　分 決算額（千円）

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

1,071,023
1,029,358
41,665

国民健康保険
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

179,443
178,854

589

老 人 保 健
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

116,061
113,940
2,121

後期高齢者医療
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

1,266,335
1,143,614
122,721

介 護 保 険
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

145,902
133,325
12,577

簡 易 水 道 料
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

641,523
621,305
20,218

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　　　　入
歳　　　　　　出
歳入歳出差引残額

287,088
282,395
4,693

農業集落排水
事 業 会 計

1.医業収益
（1）入院収益
（2）外来収益
（3）その他医業収益
2.医業費用
               　
　　　医業損失
3.医業外収益
（2）補助金 
（3）患者外給食収益 
（4）その他医業外収益 
4.医業外費用
（1）支払利息及び
　　　企業債取扱諸費 
（2）患者外給食材料費
（3）消費税  
5.介護保険収益
（1）介護保険収益
6.介護保険費用
（1）給与費
（2）経費 
　　　経常損失
7.特別利益
（1）過年度損益修正益 
8.特別損失
（1）過年度損益修正損
当年度純損失
前年度繰越欠損金 
当年度未処理欠損金

　

1,592,997,867

1,885,795,137
　

 268,429,931

　　　

 13,458,826

  542,620
　

316,152

  70,441

  660,471

               
292,797,270

　

 

254,971,105

226,468
37,599,697

590,030
38,189,727

1,113,722,505
1,151,912,232

633,078,256
882,719,193
77,200,418

1,885,795,137

 256,794,939
1,118,840

 10,516,152  

 9,550,741
 1,310,085
 2,598,000

542,620

280,849
35,303

70,441

660,471

　
歳
入
58
億
5,

7
8
6
万
円
（
前

年
比
7,
9
5
1
万
円
、
1
・
4
％

増
）、
歳
出
55
億
7,
9
0
9
万
円

（
前
年
比
3
7
7
万
円
、
0
・
1
％

減
）
と
歳
入
歳
出
と
も
ほ
ぼ
前
年

並
み
と
な
っ
た
。

　
歳
入
で
前
年
比
増
と
な
っ
た
主

な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
1
億

9,

2
0
2
万
円
（
前
年
比
7
・

0

％

増

）
、

国

庫

支

出

金

6,

0
5
6
万
円
（
前
年
比
49
・

0
％
増
）
、
分
担
金
負
担
金

2
,

4
8
3
万
円
（
前
年
比

2
8
.
4
％
増
）
、
等
で
あ
り
、

歳

入

で

の

減

少

は

町

債

8,

3
6
8
万
円
（
前
年
比
18
・

9
％
減
）
町
税
5,

4
1
8
万
円

（
前
年
比
4
・
6
％
減
）
、
繰
越
金

4,

0
5
1
万
円
（
17
・
2
％
減
）、

繰
入
金
2,

1
3
5
万
円
（
前
年

比
41
・
8
％
減
）
、
県
支
出
金

1,

0
9
7
万
円
（
2
・
7
％
減
）

等
で
あ
る
。

　

歳

出

で

は

民

生

費

1

億

3,

4
5
6
万
円
（
前
年
比
13
・
0

％
増
）
、
教
育
費
7,

2
8
1
万

円
（
前
年
比
14
・
2
％
増
）、
等
が

増
で
、
衛
生
費
1
億
7
1
7
万
円

（
前
年
比
14
・
3
％
減
）
、
土
木
費

7,

1
3
7
万
円
（
前
年
比
11
・

0
％
減
）、
公
債
費
3,

4
7
5
万

円
（
前
年
比
5
・
7
％
減
）
等
が

減
額
と
な
っ
た
。

　
歳
出
の
増
減
理
由
と
し
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

及
び
同
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
創

設
に
よ
る
民
生
費
の
増
、
冬
季
国

体
の
開
催
や
学
校
校
舎
耐
震
診
断

実
施
等
に
よ
る
教
育
費
の
増
が
あ

る
。
ま
た
、
老
人
保
健
会
計
へ
の

繰
出
金
の
減
に
よ
る
衛
生
費
の
減
、

町
道
改
良
舗
装
工
事
の
減
、
小
雪

に
よ
る
除
雪
対
策
費
の
減
等
に
よ

る
土
木
費
の
減
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
の
自
主
財
源
が
29
・

7
％
（
前
年
比
3
％
）
、
17
億

3,

8
4
3
万
円
、
依
存
財
源
が

70
・
3
％
（
前
年
68
・
7
％
）、
41
億

1,

9
4
2
万
円
で
あ
り
、
自
主

財
源
が
前
年
を
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
、

6,

7
9
4
万
円
下
回
っ
た
。
こ

れ
は
景
気
低
迷
等
に
よ
る
町
税
の

減
や
、
農
業
振
興
費
交
付
金
な
ど

国
庫
支
出
金
の
増
額
が
要
因
で
あ

る
。
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
比

7
・
0
％
の
増
で
歳
入
全
体
の
50
・

1
％
（
前
年
47
・
5
％
）
を
占
め

て
お
り
、
こ
の
増
減
が
財
政
運
営

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
町
債
発
行
高
は
44
億
5,
3
8
8

万
円
（
前
年
45
億
9,

3
7
9
万

円
）
で
前
年
比
1
億
3,

9
9
1

万
円
の
減
と
な
っ
た
。
公
債
費
の

支
出
は
前
年
比
3
4
7
5
万
円
の

減
額
と
な
り
、
構
成
比
率
も
10
・

3
％
（
前
年
10
・
9
％
）
で
前
年

を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
。

　　
歳
入
12
億
6,
6
3
3
万
円（
前

年
比
6
・
5
％
増
）
、
歳
出
11
億

4,
3
6
1
万
円
（
前
年
比
3
・
6

％
増
）で
差
引
き
1
億
2,
2
7
2

万
円
の
繰
越
。

　
保
険
料
収
入
は
1
億
4,
7
4
7

万
円（
前
年
1
億
4,
9
1
3
万
円
）

で
、
1
・
1
％
の
減
で
あ
る
。
保
険

給
付
費
は
10
億
2,
5
0
6
万
円（
前

年
9
億
8,
1
6
4
万
円
）で
前
年

比
4
・
4
％
、
4,
3
4
2
万
円
の

増
と
な
っ
た
。
受
給
者
数
は
月
平

均
5
9
7
人
で
前
年
比
3
・
8
％
、

22
人
の
増
、受
給
者
率
は
14
・
7
％

（
前
年
14
・
1
％
）と
伸
び
て
い
る
。

高
齢
化
の
急
激
な
進
行
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
制
度
充

実
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
平
成
20
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
2
億
5,
6
4
8

万
円（
内
運
営
費
2
億
1,
0
0
0

万
円
）
を
加
え
た
総
収
益
で
前
年

度
比
0
・
44
％
の
減
、総
費
用
で
は

前
年
度
比
1
・
94
％
の
減
と
な
り
、

差
し
引
き
3,
8
1
9
万
円
の
当

期
純
損
失
で
あ
る
。
純
損
失
額
は

前
年
度
に
比
べ
2,
9
3
1
万
9

千
円
の
減
と
な
っ
た
。

　
病
院
経
営
は
診
療
体
制
の
充
実

安
定
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
む

町
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
医
師
の
確

保
と
常
勤
化
に
努
め
、「
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
」
に
な
お

一
層
の
努
力
を
念
願
す
る
。

　　
町
債
の
新
規
発
行
額
は
、
一
般

会
計
で
３
億
5,
8
3
9
万
円
、

前
年
比
8,

3
6
8
万
円
の
減
（
前

年
比
18
・
9
％
減
）、
特
別
会
計
で

は
、
簡
易
水
道
会
計
で
5
5
0
万

円
、
下
水
道
事
業
会
計
で
前
年
比

１
億
4,

7
9
0
万
円
減
（
前
年

比

56
・
0

％

減

）

の

１

億

1,

6
4
0
万
円
の
発
行
で
あ
っ

た
。
町
債
の
期
末
累
計
残
高
は
、

一
般
会
計
で
44
億
5,

3
8
8
万

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
で
３
億

6,

0
3
3
万
円
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
で
46
億
6
6
2
万
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で

35
億
1,

5
9
3
万
円
、
合
計

1
2
9
億
3,

6
7
8
万
円
で
、

前
年
同
期
比
３
億
4,

9
2
7
万

円
減
（
前
年
比
2
・
6
％
減
）
と

な
っ
た
。

　

　
自
主
財
源
が
前
年
比
を
下
回
る

情
勢
の
中
、
町
民
の
一
番
の
情
報

源
と
な
る
広
報
無
線
の
更
新
が
前

倒
し
で
完
了
し
た
。

　
民
生
に
お
い
て
は
要
援
護
世
帯

の
方
へ
の
除
雪
委
託
費
補
助
を
は

じ
め
、
原
油
高
騰
に
よ
る
暖
房
費

の
補
助
な
ど
少
な
い
な
が
ら
心
遣

い
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　

　
保
育
に
お
い
て
は
居
残
り
保
育

時
間
外
手
当
が
80
万
円
で
あ
っ
た

が
時
間
外
で
も
園
児
の
面
倒
を
見

て
く
れ
る
保
育
士
さ
ん
の
努
力
と

子
ど
も
を
時
間
外
ま
で
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
と
い
う
親
と
の
間
の

今
後
益
々
大
切
な
施
策
に
な
る
と

思
う
。

　
ま
た
当
町
の
歴
史
に
残
る
ト
キ

め
き
国
体
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
雪
の
上
か
ら
も
当
町
の

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
。

　
健
全
財
政
を
貫
い
た
こ
と
に
賛

成
と
す
る
。

　　
20
年
度
は
、
学
校
統
廃
合
計
画

が
示
さ
れ
、
町
の
将
来
に
か
か
わ

る
大
事
な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ

た
。
新
潟
県
は
全
国
３
番
目
に
統

廃
合
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
い

い
の
か
、
地
域
の
議
論
を
尊
重
し

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
頂
き

た
い
。
絶
対
に
な
く
せ
な
い
町
立

病
院
は
、
国
の
交
付
税
削
減
や
診

療
報
酬
改
定
等
で
経
営
難
で
あ
る
。

ま
た
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
、
病
院
再
編
を
押
し
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
自
治
体
病
院

を
守
る
と
答
弁
さ
れ
た
町
長
に
は

国
の
医
療
政
策
の
転
換
に
力
を
発

揮
し
て
頂
き
た
い
。
働
く
ル
ー
ル

が
壊
さ
れ
て
い
る
今
、
自
治
体
の

中
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く

る
働
か
せ
方
は
、
早
急
に
改
善
す

べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に
住

民
の
声
を
聞
き
、
住
民
の
生
活
に

よ
り
そ
っ
た
町
政
運
営
に
励
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
全
国
的
に
医
師
、
看
護
師
の
確

保
が
困
難
な
時
代
。
ま
た
こ
の
地

域
に
あ
り
な
が
ら
十
日
町
病
院
と

の
良
好
な
連
携
を
と
り
、
予
防
医

学
の
取
組
み
に
お
い
て
内
科
常
勤

医
師
を
迎
え
る
な
ど
、
医
療
体
制

の
整
備
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
病
院
利
用

者
の
絶
対
数
の
減
少
と
既
応
患
者

数
の
減
、
病
院
に
か
か
ら
な
く
て

も
よ
い
健
康
な
人
の
増
な
ど
様
々

な
要
件
に
よ
り
利
用
者
の
減
が
み

ら
れ
た
。
し
か
し
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
を
加
え
た
総
利
益
は
前
年

度
比
の
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

費
用
は
経
費
の
圧
縮
努
力
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
の
減
で
あ
り
、
差

引
損
失
は
前
年
度
比
5
6
％
で
抑

え
ら
れ
た
こ
と
は
、職
員
一
丸
と
な
っ

た
努
力
と
認
め
賛
成
と
す
る
。

　
介
護
保
険
会
計
は
、
増
え
続
け

る
保
険
料
負
担
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
は
お
け
な
い
。
我
が
党
は
25
％

ま
で
減
ら
し
た
介
護
へ
の
国
庫
負

担
を
50
％
ま
で
戻
す
よ
う
求
め
て

い
る
。全
額
自
己
負
担
の
食
費
、居

住
費
な
ど
の
利
用
者
は
、
無
料
を

目
指
す
提
案
を
し
て
い
る
。

　
3
3
8
人
も
の
特
養
待
機
者
の

問
題
で
は
、
特
養
の
増
設
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
を

い
か
に
支
え
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

新
予
防
給
付
が
で
き
た
こ
と
で
、

要
支
援
の
認
定
者
が
増
え
た
り
、

更
に
は
、認
定
基
準
変
更
の
主
眼
が
、

厚
生
省
の
給
付
抑
制
施
策
で
あ
る

こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。
構
造
改
革

路
線
の
も
と
で
、
制
度
改
悪
が
現

場
を
混
乱
さ
せ
、
利
用
者
の
生
活

を
壊
わ
し
い
る
。改
善
を
求
む
。

円 円 円
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鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
を
利
用
し
有
害

鳥
獣
被
害
の
防
止
に
努
め
よ
。

町
長
　
こ
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

交
付
金
等
々
の
制
度
も
あ
り
、活
用
を
図
っ
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
。鳥
獣
被
害
拡
大
の
な
か

に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
特
措
法
の
活
用
も

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
猟
友
会
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
等
で
減
少

し
て
い
る
。狩
猟
を
行
う
に
は
免
許
が
必
要

で
あ
り
、担
い
手
の
育
成
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
喚
起
を
し
な
が
ら
鳥
獣
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
も
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

重
要
。
猟
友
会
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
育

成
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

負
担
の
軽
減
も
町
と
し
て
出
来
る
だ
け
の
支

援
は
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
特
措
法
に
あ
る
被
害
防
止
計
画
を
立
て

て
頂
き
た
い
。

町
長
　
農
水
省
の
補
助
事
業
は
こ
の
特
措
法

を
計
画
通
り
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
、
交
付
税
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
。
電

気
柵
等
の
要
望
が
出
て
く
れ
ば
特
措
法
の
計

画
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
追
い
払
い
行
為
が
対
策
と
す

れ
ば
一
番
重
要
と
思
わ
れ
る
。
町
で
は
難
し

く
、
関
係
集
落
・
栽
培
者
の
皆
様
の
協
力
の

下
に
対
策
を
練
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
　
具
体
的
に
対
策
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は

ご
相
談
を
頂
け
れ
ば
、
私
ど
も
も
そ
の
支
援

に
つ
い
て
国
の
支
援
を
含
め
出
来
る
と
こ
ろ

は
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
自
然
保
護
等
の
観
点
も
あ
り
、
役
場
内
部

に
お
い
て
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
特
措
法

の
計
画
樹
立
に
つ
い
て
は
検
討
を
し
た
い
。

問問

　
　
町
長
は
三
月
議
会
で
「
責
任
を
感
じ
て

い
る
。
任
期
中
に
何
と
か
す
る
。」
と
答
弁

し
た
。
ま
た
、
今
は
保
証
人
だ
け
に
し
わ
寄

せ
が
い
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

町
長
　
津
南
醸
造
役
職
員
、
Ｊ
Ａ
役
員
、
直

販
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
営
業
努
力
し
て

い
る
。
自
分
の
任
期
中
に
負
債
整
理
に
決
着

を
つ
け
た
い
。

副
町
長
　
調
停
の
問
題
に
つ
い
て
細
部
を
承

知
し
て
い
な
い
。
町
が
関
与
し
て
い
な
い
金

銭
問
題
に
介
入
す
べ
き
で
な
い
。

問
　
新
十
日
町
病
院
の
建
設
は
地
域
中
核
病

院
と
し
て
施
設
設
備
の
充
実
が
必
要
。
県
の

22
年
度
予
算
化
す
る
た
め
、
十
日
町
市
と
連

携
し
地
元
対
応
を
早
急
に
さ
れ
た
い
。

町
長
　
中
核
病
院
と
し
て
の
再
生
は
願
望
で

あ
る
。
場
所
の
問
題
は
十
日
町
市
が
鍵
を
握
っ

て
い
る
。
内
政
干
渉
に
な
ら
な
い
よ
う
連
携

に
努
め
た
い
。

問
　
中
津
川
運
動
公
園
整
備
検
討
の
そ
の
後

に
つ
い
て
、
県
地
域
整
備
部
と
の
連
携
、
関

係
団
体
の
調
整
、
町
の
対
応
予
算
見
込
み
、

学
生
等
の
合
宿
利
用
等
推
進
に
向
け
検
討
し

て
い
る
か
。

町
長
　
工
事
用
道
路
廃
止
の
検
討
、
駐
車
場

の
確
保
等
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
及
び
、
県

振
興
局
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
国
交
省
が

進
め
て
い
る
床
固
工
に
は
特
に
問
題
は
無
い

よ
う
で
あ
る
。

問
　
国
県
道
整
備
促
進
、
旭
町
通
り
改
良
の

た
め
の
用
地
問
題
は
。

町
長
　
予
算
の
要
望
は
し
て
い
る
。

建
設
課
長
　
用
地
は
期
成
同
盟
会
長
に
お
願

い
し
て
い
る
。
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
明
確

に
は
で
き
な
い
。

　
　
昭
和
44
年
以
来
水
田
減
反
政
策
に
お
い

て
米
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、

町
内
平
場
地
域
に
お
い
て
は
32
％
の
減
反
率

で
あ
る
。
給
与
所
得
者
が
３
割
賃
金
カ
ッ
ト

さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
水
田
生
産
調
整

減
反
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
た
が
結
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
県
内
間
調
整
の
効

果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

町
長
　
調
整
水
田
や
青
刈
り
稲
の
一
部
で
面

積
不
足
が
見
ら
れ
た
が
、
不
足
面
積
は
是
正

を
し
た
。

　
来
年
度
以
降
は
協
議
会
で
正
式
決
定
さ
れ

る
が
、
現
地
確
認
は
必
要
と
考
え
る
。
平
成

19
年
産
米
が
７
月
の
時
点
で
前
年
比
78
・
5

％
の
販
売
状
況
で
あ
る
。
生
産
と
販
売
の
両

立
を
図
り
な
が
ら
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格

に
見
合
っ
た
品
質
の
米
を
生
産
し
、
県
間
調

整
で
生
産
数
量
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
課
題

と
思
う
。

問
　
町
内
に
酒
蔵
が
２
社
あ
り
、
双
方
町
内

の
五
百
万
石
を
求
め
て
い
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
減
反
面
積
に
合
わ
せ
多
用
途
米
と
し
て
出

し
て
い
る
が
、
五
百
万
石
を
加
工
用
と
し
て

減
反
面
積
に
加
え
れ
ば
酒
米
の
生
産
が
あ
が

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長
　
新
し
い
政
権
に
な
っ
た
の
で
五
百
万

石
を
多
用
途
米
と
し
て
取
扱
う
よ
う
に
柔
軟

な
取
り
組
み
を
新
政
権
に
求
め
て
行
き
た
い
。

問
特
措
法
に
よ
り

有
効
な
被
害
対
策
を
早
急
に

町
長

町
長

町
長

副
町
長

建
設
課
長

町
長
‥
活
用
も
考
え
て
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
活
用
を

河 
田
　
強 

一 

議
員

問問
現
地
確
認
に
よ
り

不
公
平
感
は
除
か
れ
た
か

町
長

町
長

町
長
‥
一
部
で
面
積
不
足
が
見
ら
れ
た

減
反
の
現
地
確
認
実
施
結
果
は

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

歩行者の安全対策を早急に（旭町通り）

問問問
酒
蔵
の
継
続
経
営
に

必
要
な
対
策
は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
任
期
中
に
解
決
し
た
い

津
南
醸
造
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

高 

橋
　
孝 

男 

議
員

雇
用
の
場
と
し
て
も

　
　
　
工
場
設
立
は
必
要

部
分
調
整
水
田
は
問
題
が

多
く
廃
止
す
べ
き
だ

問

町
長
‥
津
南
単
独
で
は
む
ず
か
し
い

津
南
林
業
は
集
成
材
で
活
路
を
開
け

大 

平
　
謙 

一 

議
員

苗場木材加工を見学する芦ヶ崎小「緑の少年団」

ついに電気柵の設置 減反政策を新政権にどう訴えるか

　
　
林
業
は
輸
入
材
に
押
さ
れ
衰
退
し
て
き

た
。
し
か
し
地
球
の
環
境
や
C
O
2

の
問
題

な
ど
現
在
林
業
は
見
直
さ
れ
て
い
る
。
今
後

期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
集
成
材
は
今
後
、

需
要
が
伸
び
る
と
思
う
。
津
南
に
は
森
林
組

合
に
製
材
工
場
が
あ
り
、
ま
た
隣
接
し
て
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
も
あ
る
。
集
成
材
工
場
設
立

に
よ
っ
て
一
貫
性
が
成
立
す
る
。
素
性
が
悪

い
と
い
わ
れ
る
津
南
の
杉
も
生
か
せ
る
と
思

う
。
雇
用
の
確
保
と
地
場
産
業
創
設
は
一
石

二
鳥
と
言
え
る
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
間
伐
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
当

森
林
組
合
を
中
心
に
フ
ォ
レ
ス
ト
加
工
協
同

組
合
を
三
魚
沼
全
体
で
設
立
、
間
伐
材
の
製

品
化
や
付
加
価
値
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
厳
し
い
運
営
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
集
成
材
へ
の
加
工
に
つ
い
て
は
苗
場
木

材
加
工
協
同
組
合
と
連
携
で
集
成
材
の
利
用

に
つ
い
て
検
討
し
、
販
路
開
拓
も
検
討
し
て

い
る
が
、
検
討
の
結
果
は
原
木
材
の
コ
ス
ト

面
、
さ
ら
に
設
備
投
資
が
数
億
円
に
な
る
な

ど
計
画
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
間

伐
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
観

点
か
ら
も
検
討
が
必
要
と
思
う
。

問
　
数
年
、
調
整
水
田
が
転
作
の
一
例
と
し

て
行
わ
れ
て
き
た
。
確
認
作
業
が
な
か
っ
た

事
も
あ
る
が
不
公
平
な
面
が
あ
る
。
一
筆
全

面
積
以
外
は
廃
止
す
べ
き
だ
。

町
長
　
転
作
達
成
に
農
家
が
取
り
組
み
や
す

い
面
も
あ
り
、
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
確
認
作
業
や
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

問

問 町
長

町
長

酒
米
の
五
百
万
石
を

多
用
途
米
扱
い
に
で
き
な
い
か
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鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
を
利
用
し
有
害

鳥
獣
被
害
の
防
止
に
努
め
よ
。

町
長
　
こ
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

交
付
金
等
々
の
制
度
も
あ
り
、活
用
を
図
っ
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
。鳥
獣
被
害
拡
大
の
な
か

に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
特
措
法
の
活
用
も

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
猟
友
会
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
等
で
減
少

し
て
い
る
。狩
猟
を
行
う
に
は
免
許
が
必
要

で
あ
り
、担
い
手
の
育
成
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
喚
起
を
し
な
が
ら
鳥
獣
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
も
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

重
要
。
猟
友
会
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
育

成
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

負
担
の
軽
減
も
町
と
し
て
出
来
る
だ
け
の
支

援
は
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
特
措
法
に
あ
る
被
害
防
止
計
画
を
立
て

て
頂
き
た
い
。

町
長
　
農
水
省
の
補
助
事
業
は
こ
の
特
措
法

を
計
画
通
り
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
、
交
付
税
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
。
電

気
柵
等
の
要
望
が
出
て
く
れ
ば
特
措
法
の
計

画
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
追
い
払
い
行
為
が
対
策
と
す

れ
ば
一
番
重
要
と
思
わ
れ
る
。
町
で
は
難
し

く
、
関
係
集
落
・
栽
培
者
の
皆
様
の
協
力
の

下
に
対
策
を
練
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
　
具
体
的
に
対
策
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は

ご
相
談
を
頂
け
れ
ば
、
私
ど
も
も
そ
の
支
援

に
つ
い
て
国
の
支
援
を
含
め
出
来
る
と
こ
ろ

は
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
自
然
保
護
等
の
観
点
も
あ
り
、
役
場
内
部

に
お
い
て
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
特
措
法

の
計
画
樹
立
に
つ
い
て
は
検
討
を
し
た
い
。

問問

　
　
町
長
は
三
月
議
会
で
「
責
任
を
感
じ
て

い
る
。
任
期
中
に
何
と
か
す
る
。」
と
答
弁

し
た
。
ま
た
、
今
は
保
証
人
だ
け
に
し
わ
寄

せ
が
い
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

町
長
　
津
南
醸
造
役
職
員
、
Ｊ
Ａ
役
員
、
直

販
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
営
業
努
力
し
て

い
る
。
自
分
の
任
期
中
に
負
債
整
理
に
決
着

を
つ
け
た
い
。

副
町
長
　
調
停
の
問
題
に
つ
い
て
細
部
を
承

知
し
て
い
な
い
。
町
が
関
与
し
て
い
な
い
金

銭
問
題
に
介
入
す
べ
き
で
な
い
。

問
　
新
十
日
町
病
院
の
建
設
は
地
域
中
核
病

院
と
し
て
施
設
設
備
の
充
実
が
必
要
。
県
の

22
年
度
予
算
化
す
る
た
め
、
十
日
町
市
と
連

携
し
地
元
対
応
を
早
急
に
さ
れ
た
い
。

町
長
　
中
核
病
院
と
し
て
の
再
生
は
願
望
で

あ
る
。
場
所
の
問
題
は
十
日
町
市
が
鍵
を
握
っ

て
い
る
。
内
政
干
渉
に
な
ら
な
い
よ
う
連
携

に
努
め
た
い
。

問
　
中
津
川
運
動
公
園
整
備
検
討
の
そ
の
後

に
つ
い
て
、
県
地
域
整
備
部
と
の
連
携
、
関

係
団
体
の
調
整
、
町
の
対
応
予
算
見
込
み
、

学
生
等
の
合
宿
利
用
等
推
進
に
向
け
検
討
し

て
い
る
か
。

町
長
　
工
事
用
道
路
廃
止
の
検
討
、
駐
車
場

の
確
保
等
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
及
び
、
県

振
興
局
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
国
交
省
が

進
め
て
い
る
床
固
工
に
は
特
に
問
題
は
無
い

よ
う
で
あ
る
。

問
　
国
県
道
整
備
促
進
、
旭
町
通
り
改
良
の

た
め
の
用
地
問
題
は
。

町
長
　
予
算
の
要
望
は
し
て
い
る
。

建
設
課
長
　
用
地
は
期
成
同
盟
会
長
に
お
願

い
し
て
い
る
。
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
明
確

に
は
で
き
な
い
。

　
　
昭
和
44
年
以
来
水
田
減
反
政
策
に
お
い

て
米
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、

町
内
平
場
地
域
に
お
い
て
は
32
％
の
減
反
率

で
あ
る
。
給
与
所
得
者
が
３
割
賃
金
カ
ッ
ト

さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
水
田
生
産
調
整

減
反
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
た
が
結
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
県
内
間
調
整
の
効

果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

町
長
　
調
整
水
田
や
青
刈
り
稲
の
一
部
で
面

積
不
足
が
見
ら
れ
た
が
、
不
足
面
積
は
是
正

を
し
た
。

　
来
年
度
以
降
は
協
議
会
で
正
式
決
定
さ
れ

る
が
、
現
地
確
認
は
必
要
と
考
え
る
。
平
成

19
年
産
米
が
７
月
の
時
点
で
前
年
比
78
・
5

％
の
販
売
状
況
で
あ
る
。
生
産
と
販
売
の
両

立
を
図
り
な
が
ら
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格

に
見
合
っ
た
品
質
の
米
を
生
産
し
、
県
間
調

整
で
生
産
数
量
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
課
題

と
思
う
。

問
　
町
内
に
酒
蔵
が
２
社
あ
り
、
双
方
町
内

の
五
百
万
石
を
求
め
て
い
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
減
反
面
積
に
合
わ
せ
多
用
途
米
と
し
て
出

し
て
い
る
が
、
五
百
万
石
を
加
工
用
と
し
て

減
反
面
積
に
加
え
れ
ば
酒
米
の
生
産
が
あ
が

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長
　
新
し
い
政
権
に
な
っ
た
の
で
五
百
万

石
を
多
用
途
米
と
し
て
取
扱
う
よ
う
に
柔
軟

な
取
り
組
み
を
新
政
権
に
求
め
て
行
き
た
い
。

問
特
措
法
に
よ
り

有
効
な
被
害
対
策
を
早
急
に

町
長

町
長

町
長

副
町
長

建
設
課
長

町
長
‥
活
用
も
考
え
て
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
活
用
を

河 
田
　
強 

一 

議
員

問問
現
地
確
認
に
よ
り

不
公
平
感
は
除
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れ
た
か

町
長

町
長

町
長
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一
部
で
面
積
不
足
が
見
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れ
た

減
反
の
現
地
確
認
実
施
結
果
は

根 

津
　
勝 

幸 

議
員

歩行者の安全対策を早急に（旭町通り）

問問問
酒
蔵
の
継
続
経
営
に

必
要
な
対
策
は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
任
期
中
に
解
決
し
た
い

津
南
醸
造
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

高 

橋
　
孝 

男 

議
員

雇
用
の
場
と
し
て
も

　
　
　
工
場
設
立
は
必
要

部
分
調
整
水
田
は
問
題
が

多
く
廃
止
す
べ
き
だ

問

町
長
‥
津
南
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独
で
は
む
ず
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し
い

津
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業
は
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成
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活
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開
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林
業
は
輸
入
材
に
押
さ
れ
衰
退
し
て
き

た
。
し
か
し
地
球
の
環
境
や
C
O
2

の
問
題

な
ど
現
在
林
業
は
見
直
さ
れ
て
い
る
。
今
後

期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。
集
成
材
は
今
後
、

需
要
が
伸
び
る
と
思
う
。
津
南
に
は
森
林
組

合
に
製
材
工
場
が
あ
り
、
ま
た
隣
接
し
て
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
も
あ
る
。
集
成
材
工
場
設
立

に
よ
っ
て
一
貫
性
が
成
立
す
る
。
素
性
が
悪

い
と
い
わ
れ
る
津
南
の
杉
も
生
か
せ
る
と
思

う
。
雇
用
の
確
保
と
地
場
産
業
創
設
は
一
石

二
鳥
と
言
え
る
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
　
間
伐
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
当

森
林
組
合
を
中
心
に
フ
ォ
レ
ス
ト
加
工
協
同

組
合
を
三
魚
沼
全
体
で
設
立
、
間
伐
材
の
製

品
化
や
付
加
価
値
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
厳
し
い
運
営
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
集
成
材
へ
の
加
工
に
つ
い
て
は
苗
場
木

材
加
工
協
同
組
合
と
連
携
で
集
成
材
の
利
用

に
つ
い
て
検
討
し
、
販
路
開
拓
も
検
討
し
て

い
る
が
、
検
討
の
結
果
は
原
木
材
の
コ
ス
ト

面
、
さ
ら
に
設
備
投
資
が
数
億
円
に
な
る
な

ど
計
画
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
間

伐
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
観

点
か
ら
も
検
討
が
必
要
と
思
う
。

問
　
数
年
、
調
整
水
田
が
転
作
の
一
例
と
し

て
行
わ
れ
て
き
た
。
確
認
作
業
が
な
か
っ
た

事
も
あ
る
が
不
公
平
な
面
が
あ
る
。
一
筆
全

面
積
以
外
は
廃
止
す
べ
き
だ
。

町
長
　
転
作
達
成
に
農
家
が
取
り
組
み
や
す

い
面
も
あ
り
、
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
確
認
作
業
や
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

問

問 町
長

町
長

酒
米
の
五
百
万
石
を

多
用
途
米
扱
い
に
で
き
な
い
か

89

津南町議会だより

2009.10.22
一般質問

津南町議会だより

2009.10.22
一般質問



　
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
も
と
づ
き
、
効
果
的
、
効

率
的
な
施
設
の
管
理
運
営
に
よ
り
財
政
支
出

の
削
減
を
す
る
と
共
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
に

運
営
を
任
せ
、
当
該
法
人
が
持
っ
て
い
る
幅

広
い
企
画
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と

に
よ
り
、
物
流
や
人
的
交
流
の
増
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の

効
果
は
あ
っ
た
か
。

町
長
　
健
康
増
進
施
設
で
あ
る
ク
ア
ハ
ウ
ス

津
南
、
及
び
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
運
営
管
理
業

務
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
「
苗

場
福
祉
会
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
５
年

間
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。
施
設
の
維
持
管

理
業
務
の
他
に
町
は
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寝
た
き
り
０

運
動
事
業
と
し
て
、
水
中
運
動
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
、
独
自
の
事
業
に
も
取
り
組
み
町

と
指
定
管
理
者
と
双
方
で
町
民
の
健
康
管
理

増
進
に
つ
と
め
て
い
る
。
健
康
増
進
施
設
と

し
て
、
法
人
独
自
の
介
護
予
防
等
活
用
を
い

た
だ
き
施
設
の
利
用
目
的
に
叶
っ
た
利
用
が

図
ら
れ
て
お
り
感
謝
し
た
い
。

問
　
財
政
の
逼
迫
し
て
い
る
中
で
、
あ
る
程

度
の
受
益
者
負
担
は
や
む
を
得
な
い
が
、
設

置
施
設
と
そ
の
利
用
目
的
、
趣
旨
を
十
分
に

勘
案
し
た
、
料
金
設
定
を
指
定
管
理
者
に
お

願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
皆
さ
ん
が
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
健
康
管
理
増
進
に
努

め
て
い
た
だ
き
、
国
保
・
介
護
保
険
等
給
付

が
少
な
く
済
ん
で
い
る
。
今
後
に
お
い
て
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
出
来
る
限
り
ご
期
待

に
そ
い
た
い
。

　
　
山
全
体
が
被
害
を
受
け
た
所
も
あ
る
。

国
道
４
０
５
号
で
は
大
木
が
道
路
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
形
で
枯
れ
て
お
り
、い
ず
れ
倒
木
す
る
。

観
光
客
等
へ
の
直
撃
も
心
配
さ
れ
る
。河
川

敷
や
石
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
真
上
で
も
、ま

と
ま
っ
て
枯
れ
て
お
り
早
急
の
対
策
を
願
う
。

町
長
　
危
険
性
の
あ
る
場
所
を
示
し
て
い
た

だ
き
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
国
道
つ
い
て
は
、
県
に
要
請

し
た
い
の
で
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
坂
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
つ
い
て
は
確
認
し
対

応
を
考
え
た
い
。

問
　
広
範
囲
に
発
生
し
て
い
る
所
で
は
１
ha

あ
た
り
50
万
円
の
全
額
助
成
事
業
も
あ
る
の

で
、
町
内
に
啓
発
し
取
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
事
業
に
つ
い
て
は

確
認
し
て
検
討
し
た
い
。

　問
　
痛
烈
な
批
判
の
中
、
３
月
議
会
で
経
営

再
建
に
不
可
欠
と
公
金
貸
付
を
行
っ
た
が
、

経
営
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

副
町
長
　
売
上
前
年
度
比
16
％
の
伸
び
が
あ

る
が
、
こ
の
程
度
で
は
回
っ
て
い
な
い
と
み

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

問
　
水
質
、
米
質
、
立
地
環
境
等
全
て
好
条

件
の
中
、
近
代
施
設
で
優
秀
な
杜
氏
に
恵
ま

れ
、
次
々
と
金
賞
等
を
受
賞
、
酒
造
り
で
は

素
晴
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
一
方
で
は

販
売
不
振
で
赤
字
続
き
、
自
転
車
操
業
に
も

及
ば
な
い
現
状
は
買
い
手
市
場
の
昨
今
、
真

に
営
業
技
術
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
営
業
マ

ン
の
養
成
こ
そ
大
事
で
あ
る
。

副
町
長
　
指
摘
の
と
お
り
で
会
社
や
Ｊ
Ａ
と

も
協
議
し
選
任
職
員
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

問
　
販
売
協
力
は
。

副
町
長
　
他
の
酒
蔵
も
あ
り
慎
重
に
。

　
　
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化
は
国
の
制
度

と
し
て
73
年
か
ら
10
年
間
実
施
さ
れ
た
が
、

自
民
党
が
老
健
法
を
強
行
し
、
無
料
化
を
廃

止
し
た
。
以
後
、
医
療
費
の
負
担
増
が
連
続

し
て
い
る
。06
年
自
公
政
権
が
医
療
改
悪
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
高

齢
者
を
大
切
に
し
な
い
政
治
の
怒
り
が
選
挙

結
果
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
思
う
。
我
が
党

は
75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を
訴
え
て
い

る
。
町
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

町
長
　
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
に
は
、

公
平
公
正
な
負
担
を
担
う
こ
と
が
責
務
と
思

う
。
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
一
部
負
担
は
１

億
３
千
万
円
余
り
だ
。
町
独
自
策
と
し
て
無

料
の
実
現
は
財
政
上
困
難
な
課
題
で
あ
る
。

問
　
東
京
都
日
の
出
町
は
４
月
か
ら
１,

６

０
０
人
の
高
齢
者
医
療
を
無
料
に
し
た
。
予

算
は
7,

５
０
０
万
円
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診

料
も
無
料
だ
。

 
長
野
県
原
村
は
、
国
が
始
め
た
無
料
化
を

引
き
続
き
実
施
し
、30
年
以
上
続
い
て
い
る
。

65
歳
以
上
２,

６
０
０
人
対
象
に
７,

４
６

０
万
円
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
お
年

寄
り
の
負
担
は
限
界
だ
、
無
料
化
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

町
長
　
今
日
、
い
ろ
ん
な
面
で
国
民
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
新
政
府
の
今
後
の
推
移
を

見
守
り
な
が
ら
、
町
民
の
健
康
と
安
心
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問

　
　
開
園
20
年
目
、
津
南
観
光
の
メ
イ
ン
と

し
て
全
国
的
に
認
知
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り
広
場

に
、
舗
装
さ
れ
た
駐
車
場
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長
　
ひ
ま
わ
り
広
場
は
幅
広
く
認
知
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
駐
車
場
舗
装
に
は
農
地

転
用
が
必
要
と
な
り
困
難
で
あ
る
。
観
光
協

会
等
と
雨
対
策
に
つ
い
て
今
後
も
協
議
し
て

ゆ
く
。

問
　
町
の
対
策
と
国
・
県
・
近
隣
市
町
村
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
対
策
は
協
議
し
た
が
対
処
方
法
が
な

い
状
況
。
高
齢
大
樹
木
が
被
害
に
あ
っ
て
い

る
が
予
防
的
駆
除
と
な
る
と
経
費
的
に
困
難
。

被
害
木
で
も
若
木
を
中
心
に
70
％
は
生
き
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

問
　
町
内
小
・
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
並

び
に
保
育
所
の
閉
鎖
、
閉
所
基
準
に
つ
い
て

は
。

教
育
長
　
学
級
閉
鎖
は
欠
席
率
10
％
、
学
年

閉
鎖
は
半
数
、
保
育
所
は
保
護
者
の
理
解
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

問
　
町
Ｐ
T
A
で
は
「
い
じ
め
根
絶
」
を
呼

び
か
け
る
中
、
当
町
で
の
不
登
校
児
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長
　
19
年
度
小
学
生
２
名
、
中
学
生
13

名
、
20
年
度
小
学
生
１
名
、
中
学
生
13
名
、

今
年
度
小
学
生
１
名
、
中
学
生
３
名
。
い
じ

め
で
の
不
登
校
と
判
断
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は

な
く
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
で
の
心
遣
い
で
無

く
せ
る
も
の
で
あ
り
、
声
か
け
を
願
い
た
い
。

問
医
療
費
無
料
の
自
治
体
に

学
べ

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

地
域
振
興
課
長

建
設
課
長

町
長
‥
無
料
化
は
財
政
上
、
困
難
な
課
題
だ

75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

問

問

民
間
へ
の
業
務
管
理
運
営
委
託
で

効
率
化
が
図
ら
れ
た
か

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
有
効
活
用
と

利
用
料
金
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長
‥
町
民
の
健
康
維
持
管
理
に
多
大
な
貢
献

指
定
管
理
者
制
度
導
入
効
果
は
ど
う
か

伊 

林
　
康 

男 

議
員

利用者にやさしい駐車場の整備を

大勢が利用しやすいサンビレッジに

問問問 町
長

町
長

町
長
‥
農
地
転
用
が
伴
い
困
難

ひ
ま
わ
り
広
場
駐
車
場
整
備
を
早
期
に

福 

原
　
照 

男 

議
員

ま
と
ま
っ
て
枯
れ
る
と

土
砂
崩
落
の
恐
れ
は
な
い
か

楢
の
木
被
害
対
策
は

不
登
校
児
童
数
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

問問問問問

町
長
‥
危
険
性
の
あ
る
箇
所
は
対
応
す
る

楢
枯
れ
調
査
と
そ
れ
に
よ
る
災
害
防
止
は

滝 

沢
　
茂 

光 

議
員

国道405号（秋山郷）で危険な楢枯れ

「
こ
ん
に
ち
は
」お
元
気
で
す
か

問町
長

津
南
醸
造
の
公
金
貸
付
後
の

現
状
は

1011
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
も
と
づ
き
、
効
果
的
、
効

率
的
な
施
設
の
管
理
運
営
に
よ
り
財
政
支
出

の
削
減
を
す
る
と
共
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
に

運
営
を
任
せ
、
当
該
法
人
が
持
っ
て
い
る
幅

広
い
企
画
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と

に
よ
り
、
物
流
や
人
的
交
流
の
増
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の

効
果
は
あ
っ
た
か
。

町
長
　
健
康
増
進
施
設
で
あ
る
ク
ア
ハ
ウ
ス

津
南
、
及
び
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
運
営
管
理
業

務
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
「
苗

場
福
祉
会
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
５
年

間
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。
施
設
の
維
持
管

理
業
務
の
他
に
町
は
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寝
た
き
り
０

運
動
事
業
と
し
て
、
水
中
運
動
教
室
を
実
施

す
る
な
ど
、
独
自
の
事
業
に
も
取
り
組
み
町

と
指
定
管
理
者
と
双
方
で
町
民
の
健
康
管
理

増
進
に
つ
と
め
て
い
る
。
健
康
増
進
施
設
と

し
て
、
法
人
独
自
の
介
護
予
防
等
活
用
を
い

た
だ
き
施
設
の
利
用
目
的
に
叶
っ
た
利
用
が

図
ら
れ
て
お
り
感
謝
し
た
い
。

問
　
財
政
の
逼
迫
し
て
い
る
中
で
、
あ
る
程

度
の
受
益
者
負
担
は
や
む
を
得
な
い
が
、
設

置
施
設
と
そ
の
利
用
目
的
、
趣
旨
を
十
分
に

勘
案
し
た
、
料
金
設
定
を
指
定
管
理
者
に
お

願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
皆
さ
ん
が
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
健
康
管
理
増
進
に
努

め
て
い
た
だ
き
、
国
保
・
介
護
保
険
等
給
付

が
少
な
く
済
ん
で
い
る
。
今
後
に
お
い
て
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
出
来
る
限
り
ご
期
待

に
そ
い
た
い
。

　
　
山
全
体
が
被
害
を
受
け
た
所
も
あ
る
。

国
道
４
０
５
号
で
は
大
木
が
道
路
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
形
で
枯
れ
て
お
り
、い
ず
れ
倒
木
す
る
。

観
光
客
等
へ
の
直
撃
も
心
配
さ
れ
る
。河
川

敷
や
石
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
真
上
で
も
、ま

と
ま
っ
て
枯
れ
て
お
り
早
急
の
対
策
を
願
う
。

町
長
　
危
険
性
の
あ
る
場
所
を
示
し
て
い
た

だ
き
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
国
道
つ
い
て
は
、
県
に
要
請

し
た
い
の
で
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
坂
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
つ
い
て
は
確
認
し
対

応
を
考
え
た
い
。

問
　
広
範
囲
に
発
生
し
て
い
る
所
で
は
１
ha

あ
た
り
50
万
円
の
全
額
助
成
事
業
も
あ
る
の

で
、
町
内
に
啓
発
し
取
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
事
業
に
つ
い
て
は

確
認
し
て
検
討
し
た
い
。

　問
　
痛
烈
な
批
判
の
中
、
３
月
議
会
で
経
営

再
建
に
不
可
欠
と
公
金
貸
付
を
行
っ
た
が
、

経
営
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

副
町
長
　
売
上
前
年
度
比
16
％
の
伸
び
が
あ

る
が
、
こ
の
程
度
で
は
回
っ
て
い
な
い
と
み

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

問
　
水
質
、
米
質
、
立
地
環
境
等
全
て
好
条

件
の
中
、
近
代
施
設
で
優
秀
な
杜
氏
に
恵
ま

れ
、
次
々
と
金
賞
等
を
受
賞
、
酒
造
り
で
は

素
晴
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
一
方
で
は

販
売
不
振
で
赤
字
続
き
、
自
転
車
操
業
に
も

及
ば
な
い
現
状
は
買
い
手
市
場
の
昨
今
、
真

に
営
業
技
術
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
営
業
マ

ン
の
養
成
こ
そ
大
事
で
あ
る
。

副
町
長
　
指
摘
の
と
お
り
で
会
社
や
Ｊ
Ａ
と

も
協
議
し
選
任
職
員
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

問
　
販
売
協
力
は
。

副
町
長
　
他
の
酒
蔵
も
あ
り
慎
重
に
。

　
　
高
齢
者
の
医
療
費
無
料
化
は
国
の
制
度

と
し
て
73
年
か
ら
10
年
間
実
施
さ
れ
た
が
、

自
民
党
が
老
健
法
を
強
行
し
、
無
料
化
を
廃

止
し
た
。
以
後
、
医
療
費
の
負
担
増
が
連
続

し
て
い
る
。06
年
自
公
政
権
が
医
療
改
悪
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
高

齢
者
を
大
切
に
し
な
い
政
治
の
怒
り
が
選
挙

結
果
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
思
う
。
我
が
党

は
75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を
訴
え
て
い

る
。
町
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

町
長
　
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
に
は
、

公
平
公
正
な
負
担
を
担
う
こ
と
が
責
務
と
思

う
。
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
一
部
負
担
は
１

億
３
千
万
円
余
り
だ
。
町
独
自
策
と
し
て
無

料
の
実
現
は
財
政
上
困
難
な
課
題
で
あ
る
。

問
　
東
京
都
日
の
出
町
は
４
月
か
ら
１,

６

０
０
人
の
高
齢
者
医
療
を
無
料
に
し
た
。
予

算
は
7,

５
０
０
万
円
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診

料
も
無
料
だ
。

 
長
野
県
原
村
は
、
国
が
始
め
た
無
料
化
を

引
き
続
き
実
施
し
、30
年
以
上
続
い
て
い
る
。

65
歳
以
上
２,

６
０
０
人
対
象
に
７,

４
６

０
万
円
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
お
年

寄
り
の
負
担
は
限
界
だ
、
無
料
化
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

町
長
　
今
日
、
い
ろ
ん
な
面
で
国
民
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
新
政
府
の
今
後
の
推
移
を

見
守
り
な
が
ら
、
町
民
の
健
康
と
安
心
の
構

築
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問

　
　
開
園
20
年
目
、
津
南
観
光
の
メ
イ
ン
と

し
て
全
国
的
に
認
知
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り
広
場

に
、
舗
装
さ
れ
た
駐
車
場
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長
　
ひ
ま
わ
り
広
場
は
幅
広
く
認
知
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
駐
車
場
舗
装
に
は
農
地

転
用
が
必
要
と
な
り
困
難
で
あ
る
。
観
光
協

会
等
と
雨
対
策
に
つ
い
て
今
後
も
協
議
し
て

ゆ
く
。

問
　
町
の
対
策
と
国
・
県
・
近
隣
市
町
村
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
対
策
は
協
議
し
た
が
対
処
方
法
が
な

い
状
況
。
高
齢
大
樹
木
が
被
害
に
あ
っ
て
い

る
が
予
防
的
駆
除
と
な
る
と
経
費
的
に
困
難
。

被
害
木
で
も
若
木
を
中
心
に
70
％
は
生
き
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

問
　
町
内
小
・
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
並

び
に
保
育
所
の
閉
鎖
、
閉
所
基
準
に
つ
い
て

は
。

教
育
長
　
学
級
閉
鎖
は
欠
席
率
10
％
、
学
年

閉
鎖
は
半
数
、
保
育
所
は
保
護
者
の
理
解
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

問
　
町
Ｐ
T
A
で
は
「
い
じ
め
根
絶
」
を
呼

び
か
け
る
中
、
当
町
で
の
不
登
校
児
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長
　
19
年
度
小
学
生
２
名
、
中
学
生
13

名
、
20
年
度
小
学
生
１
名
、
中
学
生
13
名
、

今
年
度
小
学
生
１
名
、
中
学
生
３
名
。
い
じ

め
で
の
不
登
校
と
判
断
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は

な
く
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
で
の
心
遣
い
で
無

く
せ
る
も
の
で
あ
り
、
声
か
け
を
願
い
た
い
。

問
医
療
費
無
料
の
自
治
体
に

学
べ

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

地
域
振
興
課
長

建
設
課
長

町
長
‥
無
料
化
は
財
政
上
、
困
難
な
課
題
だ

75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を

藤
ノ
木  

浩
子 

議
員

問

問

民
間
へ
の
業
務
管
理
運
営
委
託
で

効
率
化
が
図
ら
れ
た
か

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
有
効
活
用
と

利
用
料
金
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長
‥
町
民
の
健
康
維
持
管
理
に
多
大
な
貢
献

指
定
管
理
者
制
度
導
入
効
果
は
ど
う
か

伊 

林
　
康 

男 

議
員

利用者にやさしい駐車場の整備を

大勢が利用しやすいサンビレッジに

問問問 町
長

町
長

町
長
‥
農
地
転
用
が
伴
い
困
難

ひ
ま
わ
り
広
場
駐
車
場
整
備
を
早
期
に

福 

原
　
照 

男 

議
員

ま
と
ま
っ
て
枯
れ
る
と

土
砂
崩
落
の
恐
れ
は
な
い
か

楢
の
木
被
害
対
策
は

不
登
校
児
童
数
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

問問問問問

町
長
‥
危
険
性
の
あ
る
箇
所
は
対
応
す
る

楢
枯
れ
調
査
と
そ
れ
に
よ
る
災
害
防
止
は

滝 

沢
　
茂 

光 

議
員

国道405号（秋山郷）で危険な楢枯れ

「
こ
ん
に
ち
は
」お
元
気
で
す
か

問町
長

津
南
醸
造
の
公
金
貸
付
後
の

現
状
は

1011
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津
南
に
お
い
て
縄
文
遺
産
だ
け
で
は
な

く
中
世
の
遺
産
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ
れ

は
ど
ん
な
遺
跡
か
。

町
長
　
中
世
の
遺
跡
と
し
て
赤
沢
に
赤
沢
城

が
あ
り
、
さ
ら
に
谷
内
・
岡
方
面
に
藤
原
の

流
れ
の
五
り
ん
の
塔
な
ど
様
々
な
遺
跡
が
残
っ

て
い
る
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

と
い
う
事
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
今
の
時
代
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
は
史
実

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
又
住
ん
で
い
る
人

達
の
意
識
高
揚
に
も
大
切
と
思
わ
れ
る
が
い

か
が
か
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
の
津
南
町
で
は
文
化
財

の
保
存
・
展
示
は
し
て
き
た
が
、
町
づ
く
り

の
視
点
と
し
て
し
っ
か
り
と
文
化
、
遺
跡
を

位
置
づ
け
た
活
用
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
中
で
の
事
業

と
し
て
の
考
え
は
。

町
長
　
津
南
町
の
誇
れ
る
遺
跡
・
人
材
の
足

跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
温
故
知
新
、
相
像
と

し
て
見
習
い
、
子
供
達
の
た
め
に
も
語
り
べ

が
必
要
で
そ
の
発
掘
も
し
た
い
。

問
　
今
現
在
建
設
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
話
を
聞
い
た
が
ど
う
か

福
祉
保
健
課
長
　
　
福
祉
施
設
の
計
画
は
一

時
中
断
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
断
念
で
は
な
く
本
当
に
中
断
な
の
か
。

副
町
長
　
断
念
で
は
な
い
。
ま
ず
現
在
の
施

設
を
主
眼
に
お
い
た
経
営
を
重
視
し
、
時
期

が
き
た
ら
取
組
む
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

問
　
今
回
貸
付
け
料
を
三
千
万
に
減
額
し
た

が
今
期
の
見
通
し
は
。

副
町
長
　
昨
年
末
の
降
雪
が
予
定
よ
り
遅
れ

最
初
の
も
く
ろ
み
よ
り
く
る
っ
て
き
た
が
、

収
支
的
に
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
　
今
年
度
、
町
と
の
業
務
委
託
契
約
を
結

ん
で
い
る
学
校
用
務
員
、
調
理
員
の
契
約
内

容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
各
個
人
事
業
主
と
の

契
約
な
の
で
社
会
保
険
、
労
働
保
険
の
加
入

は
必
要
な
い
と
の
事
で
あ
る
が
、　
契
約
内

容
か
ら
し
て
あ
き
ら
か
に
労
働
基
準
法
9
条

に
定
め
る
「
労
働
者
」
の
範
囲
に
入
る
わ
け

で
あ
る
。
民
法
6
2
3
条
に
お
け
る
労
働
契

約
の
対
象
の
場
合
は
社
会
保
険
（
厚
生
年
金
・

健
康
保
険
）、
労
働
保
険
に
加
入
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
町
は
20
年
以
上
前
か
ら
社
会
保
険
、
労
働

保
険
の
適
応
外
と
し
て
契
約
を
締
結
し
て
い

る
が
、
自
治
体
が
偽
装
委
託
契
約
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
現
状
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
学
校
給
食
調
理
の
処
理
に
つ
い
て
は

特
定
業
者
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
個
人
と
締
結

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
業
務
委
託
の
場
合
は

社
会
保
険
の
加
入
は
困
難
で
あ
る
。

副
町
長
　
今
後
監
督
官
庁
と
話
し
合
い
は
す

る
が
、
基
本
的
に
は
違
法
性
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
高
齢
者
が
瞬
時
に
加
害
者
に
な
る
状

況
も
あ
り
え
る
な
か
、
高
齢
者
の
積
極
的
な

社
会
参
加
と
健
康
の
維
持
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
補
助
す
る
た
め
に
も
高
齢
者
に
優

し
い
交
通
手
段
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
老
人
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
々
を

通
じ
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
に

適
し
た
交
通
体
系
を
作
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
私
た
ち
は
、
こ
の
度
の
選
挙
で
は
「
自

公
政
権
を
退
場
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
て
き
て

お
り
、
民
主
大
勝
、
自
公
惨
敗
を
日
本
の
政

治
に
と
っ
て
前
向
き
な
大
き
な
一
歩
と
歓
迎

し
て
い
る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
　
無
血
革
命
が
起
き
た
。
人
間
の
「
生

老
病
死
」
に
不
安
感
が
蔓
延
し
革
命
的
な
結

果
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
無
償
化
は
高
く

評
価
し
実
現
化
を
希
望
す
る
。
子
ど
も
手
当

支
給
は
５,

５
兆
円
と
さ
れ
る
。
歓
迎
す
べ

き
こ
と
と
思
う
が
財
源
は
確
か
か
。
農
業
戸

別
所
得
補
償
は
兼
業
農
家
も
対
象
に
す
る
こ

と
が
農
業
と
農
村
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
再

生
産
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
高
く
評
価
。

「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
農
業
を
工
業
製
品
と
同
列

に
論
ず
る
べ
き
で
な
い
。
絶
対
反
対
で
あ
る
。

「
憲
法
改
定
」
自
ら
の
体
験
か
ら
も
９
条
は

必
要
で
あ
り
、
平
和
こ
そ
絶
対
で
あ
る
。
国

際
貢
献
は
必
要
だ
が
、
あ
り
よ
う
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
衆
議
院
比
例
定
数
削
減
で
は
、

削
減
に
は
反
対
で
あ
る
。
益
々
地
方
の
声
が

届
か
な
く
な
る
。

問
　
消
費
税
導
入
後
21
年
間
で
消
費
税
収
は

２
１
３
兆
円
、
法
人
３
税
の
減
収
は
１
８
３

兆
円
で
消
費
税
は
事
実
上
、
大
企
業
減
税
の

財
源
と
な
り
、
又
こ
の
間
社
会
保
障
も
大
幅

に
後
退
し
た
。
増
税
反
対
、
食
料
品
非
課
税

を
主
張
さ
れ
た
い
。

町
長
　
国
の
８
百
〜
千
兆
円
に
及
ぶ
借
金
を

ど
う
す
る
の
か
、
社
会
保
障
の
財
源
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
政
党
は
責
任
を
も
っ
て
示
す
べ

き
だ
。
税
体
系
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
明
快

に
示
し
国
民
を
納
得
さ
せ
る
と
な
れ
ば
安
心

感
の
あ
る
政
治
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

問 　
　
運
営
を
委
託
し
て
い
る
町
有
施
設
に
つ

い
て
、
現
状
の
ま
ま
で
良
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。
民
間
に
払
下
げ
や
施
設
の
廃
止
は
検

討
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

町
長
　
町
有
施
設
は
建
築
後
、
年
数
を
経
過

し
て
お
り
、
修
繕
費
が
嵩
ん
で
い
る
の
は
指

摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
財
政
的
に
も
厳
し
い

も
の
が
あ
り
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
今
後
の

施
設
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
払
下
げ
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
話
が
あ
っ
た
ら
検
討
す
る
。
施
設
の
廃
止

は
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
町
内
企
業
を
救
え
る
融
資
制
度
を
町
が

中
心
と
な
っ
て
創
設
で
き
な
い
か
。
又
、
つ

な
ぎ
資
金
の
利
用
は
ど
の
程
度
か
。

町
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
県
の
融
資
制
度
が
あ

る
中
で
、
今
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
新
潟
県

中
小
企
業
融
資
制
度
が
、
融
資
用
件
も
緩
和

さ
れ
信
用
保
証
料
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
利

用
し
や
す
い
融
資
制
度
で
あ
る
の
で
積
極
的

に
活
用
願
い
た
い
。

地
域
振
興
課
長
　
　
つ
な
ぎ
資
金
の
利
用
状

況
は
現
在
２
件
で
あ
る
。

問
　
緊
急
雇
用
対
策
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が

執
行
状
況
は
。
事
業
の
成
果
が
見
え
な
い
が

積
極
的
に
事
業
活
用
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
21
年
度
14
名

を
雇
用
し
、22
年
度
は
11
名
、23
年
度
６
名
の

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
が
募
集
し
て
も
応
募

が
な
い
現
状
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

事
業
は
23
年
度
ま
で
継
続
す
る
。

問
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
の

見
解
は

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

福
祉
保
健
課
長

教
育
長

町
長
‥
生
活
不
安
に
対
す
る
無
血
革
命
だ

衆
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
の
見
解
は

大 
口
　
　
武 

議
員

問

問

問
町
独
自
の
企
業
融
資
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か

廃
止
、
払
い
下
げ
等
の

考
え
は
無
い
か

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
す
る

運
営
を
委
託
し
て
い
る
町
有
施
設
の
今
後
は

半 

戸
　
哲 

郎 

議
員

おいしい給食を「ありがとう」

これからどうなるのか町有施設

問町
長

町
長

町
長

町
長
‥
違
法
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る

町
の
業
務
委
託
契
約
に
違
法
性
は
な
い
か

藤 

木
　
正 

喜 

議
員

こ
れ
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

歴
史
の
活
用
が
是
非
必
要

社
会
保
険
・

労
働
保
険
の
加
入
を

高
齢
者
に
優
し
い

　
総
合
交
通
体
系
を

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の

老
人
保
健
施
設
の
建
設
は

問

町
長
‥
今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
と
め
る

津
南
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
悠
久
の
歴
史
を
生
か
せ

大 

島
　
知 

美 

議
員

新田義貞城跡地

実行できるかマニフェスト

問問

問問問問 町
長

地
域
振
興
課
長
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津
南
に
お
い
て
縄
文
遺
産
だ
け
で
は
な

く
中
世
の
遺
産
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
そ
れ

は
ど
ん
な
遺
跡
か
。

町
長
　
中
世
の
遺
跡
と
し
て
赤
沢
に
赤
沢
城

が
あ
り
、
さ
ら
に
谷
内
・
岡
方
面
に
藤
原
の

流
れ
の
五
り
ん
の
塔
な
ど
様
々
な
遺
跡
が
残
っ

て
い
る
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

と
い
う
事
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
今
の
時
代
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
は
史
実

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
又
住
ん
で
い
る
人

達
の
意
識
高
揚
に
も
大
切
と
思
わ
れ
る
が
い

か
が
か
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
の
津
南
町
で
は
文
化
財

の
保
存
・
展
示
は
し
て
き
た
が
、
町
づ
く
り

の
視
点
と
し
て
し
っ
か
り
と
文
化
、
遺
跡
を

位
置
づ
け
た
活
用
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
中
で
の
事
業

と
し
て
の
考
え
は
。

町
長
　
津
南
町
の
誇
れ
る
遺
跡
・
人
材
の
足

跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
温
故
知
新
、
相
像
と

し
て
見
習
い
、
子
供
達
の
た
め
に
も
語
り
べ

が
必
要
で
そ
の
発
掘
も
し
た
い
。

問
　
今
現
在
建
設
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
話
を
聞
い
た
が
ど
う
か

福
祉
保
健
課
長
　
　
福
祉
施
設
の
計
画
は
一

時
中
断
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
断
念
で
は
な
く
本
当
に
中
断
な
の
か
。

副
町
長
　
断
念
で
は
な
い
。
ま
ず
現
在
の
施

設
を
主
眼
に
お
い
た
経
営
を
重
視
し
、
時
期

が
き
た
ら
取
組
む
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

問
　
今
回
貸
付
け
料
を
三
千
万
に
減
額
し
た

が
今
期
の
見
通
し
は
。

副
町
長
　
昨
年
末
の
降
雪
が
予
定
よ
り
遅
れ

最
初
の
も
く
ろ
み
よ
り
く
る
っ
て
き
た
が
、

収
支
的
に
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
　
今
年
度
、
町
と
の
業
務
委
託
契
約
を
結

ん
で
い
る
学
校
用
務
員
、
調
理
員
の
契
約
内

容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
各
個
人
事
業
主
と
の

契
約
な
の
で
社
会
保
険
、
労
働
保
険
の
加
入

は
必
要
な
い
と
の
事
で
あ
る
が
、　
契
約
内

容
か
ら
し
て
あ
き
ら
か
に
労
働
基
準
法
9
条

に
定
め
る
「
労
働
者
」
の
範
囲
に
入
る
わ
け

で
あ
る
。
民
法
6
2
3
条
に
お
け
る
労
働
契

約
の
対
象
の
場
合
は
社
会
保
険
（
厚
生
年
金
・

健
康
保
険
）、
労
働
保
険
に
加
入
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
町
は
20
年
以
上
前
か
ら
社
会
保
険
、
労
働

保
険
の
適
応
外
と
し
て
契
約
を
締
結
し
て
い

る
が
、
自
治
体
が
偽
装
委
託
契
約
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
現
状
を
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
学
校
給
食
調
理
の
処
理
に
つ
い
て
は

特
定
業
者
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
個
人
と
締
結

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
業
務
委
託
の
場
合
は

社
会
保
険
の
加
入
は
困
難
で
あ
る
。

副
町
長
　
今
後
監
督
官
庁
と
話
し
合
い
は
す

る
が
、
基
本
的
に
は
違
法
性
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
高
齢
者
が
瞬
時
に
加
害
者
に
な
る
状

況
も
あ
り
え
る
な
か
、
高
齢
者
の
積
極
的
な

社
会
参
加
と
健
康
の
維
持
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
補
助
す
る
た
め
に
も
高
齢
者
に
優

し
い
交
通
手
段
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
老
人
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
々
を

通
じ
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
に

適
し
た
交
通
体
系
を
作
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
私
た
ち
は
、
こ
の
度
の
選
挙
で
は
「
自

公
政
権
を
退
場
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
て
き
て

お
り
、
民
主
大
勝
、
自
公
惨
敗
を
日
本
の
政

治
に
と
っ
て
前
向
き
な
大
き
な
一
歩
と
歓
迎

し
て
い
る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
　
無
血
革
命
が
起
き
た
。
人
間
の
「
生

老
病
死
」
に
不
安
感
が
蔓
延
し
革
命
的
な
結

果
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
無
償
化
は
高
く

評
価
し
実
現
化
を
希
望
す
る
。
子
ど
も
手
当

支
給
は
５,

５
兆
円
と
さ
れ
る
。
歓
迎
す
べ

き
こ
と
と
思
う
が
財
源
は
確
か
か
。
農
業
戸

別
所
得
補
償
は
兼
業
農
家
も
対
象
に
す
る
こ

と
が
農
業
と
農
村
を
守
る
こ
と
に
な
り
、
再

生
産
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
高
く
評
価
。

「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
農
業
を
工
業
製
品
と
同
列

に
論
ず
る
べ
き
で
な
い
。
絶
対
反
対
で
あ
る
。

「
憲
法
改
定
」
自
ら
の
体
験
か
ら
も
９
条
は

必
要
で
あ
り
、
平
和
こ
そ
絶
対
で
あ
る
。
国

際
貢
献
は
必
要
だ
が
、
あ
り
よ
う
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
衆
議
院
比
例
定
数
削
減
で
は
、

削
減
に
は
反
対
で
あ
る
。
益
々
地
方
の
声
が

届
か
な
く
な
る
。

問
　
消
費
税
導
入
後
21
年
間
で
消
費
税
収
は

２
１
３
兆
円
、
法
人
３
税
の
減
収
は
１
８
３

兆
円
で
消
費
税
は
事
実
上
、
大
企
業
減
税
の

財
源
と
な
り
、
又
こ
の
間
社
会
保
障
も
大
幅

に
後
退
し
た
。
増
税
反
対
、
食
料
品
非
課
税

を
主
張
さ
れ
た
い
。

町
長
　
国
の
８
百
〜
千
兆
円
に
及
ぶ
借
金
を

ど
う
す
る
の
か
、
社
会
保
障
の
財
源
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
政
党
は
責
任
を
も
っ
て
示
す
べ

き
だ
。
税
体
系
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
明
快

に
示
し
国
民
を
納
得
さ
せ
る
と
な
れ
ば
安
心

感
の
あ
る
政
治
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

問 　
　
運
営
を
委
託
し
て
い
る
町
有
施
設
に
つ

い
て
、
現
状
の
ま
ま
で
良
い
と
考
え
て
い
る

の
か
。
民
間
に
払
下
げ
や
施
設
の
廃
止
は
検

討
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

町
長
　
町
有
施
設
は
建
築
後
、
年
数
を
経
過

し
て
お
り
、
修
繕
費
が
嵩
ん
で
い
る
の
は
指

摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
財
政
的
に
も
厳
し
い

も
の
が
あ
り
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
今
後
の

施
設
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
払
下
げ
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
話
が
あ
っ
た
ら
検
討
す
る
。
施
設
の
廃
止

は
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
町
内
企
業
を
救
え
る
融
資
制
度
を
町
が

中
心
と
な
っ
て
創
設
で
き
な
い
か
。
又
、
つ

な
ぎ
資
金
の
利
用
は
ど
の
程
度
か
。

町
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
県
の
融
資
制
度
が
あ

る
中
で
、
今
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
新
潟
県

中
小
企
業
融
資
制
度
が
、
融
資
用
件
も
緩
和

さ
れ
信
用
保
証
料
の
補
助
制
度
も
あ
り
、
利

用
し
や
す
い
融
資
制
度
で
あ
る
の
で
積
極
的

に
活
用
願
い
た
い
。

地
域
振
興
課
長
　
　
つ
な
ぎ
資
金
の
利
用
状

況
は
現
在
２
件
で
あ
る
。

問
　
緊
急
雇
用
対
策
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が

執
行
状
況
は
。
事
業
の
成
果
が
見
え
な
い
が

積
極
的
に
事
業
活
用
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
21
年
度
14
名

を
雇
用
し
、22
年
度
は
11
名
、23
年
度
６
名
の

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
が
募
集
し
て
も
応
募

が
な
い
現
状
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

事
業
は
23
年
度
ま
で
継
続
す
る
。

問
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
の

見
解
は

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

福
祉
保
健
課
長

教
育
長

町
長
‥
生
活
不
安
に
対
す
る
無
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革
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だ

衆
議
院
選
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の
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の
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問
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小鹿野町長を交えて懇談

学
年
を
超
え
た
活
動
で

社
会
性
の
育
成
を

自動化されたプレカット工場

チョウザメの卵キャビアは
宝石と言われる

工
場
内
に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

　
委
員
会
で
は
７
月
１
日
〜
２
日

埼
玉
県
吉
見
町
立
東
第
二
小
学
校

と
小
鹿
野
町
国
保
小
鹿
野
中
央
病

院
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　　
吉
見
町
は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
平
成
21
年
５
月
１
日

現
在
、
人
口
２
１,
９
５
４
人
、

面
積
38
・
63
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
貴
重
な
史
跡
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
町
で
す
。

　
教
育
費
総
額
は
７
億
５,

２
６

５
３
千
円
で
一
般
会
計
に
占
め
る

割
合
は
13
・
６
％
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
と

し
て
「
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か

し
た
体
験
活
動
の
実
践
」
と
し
て
、

１
、
縦
割
り
活
動
を
通
し
て
、
友

　
達
を
思
い
や
り
、
お
互
い
に
助

　
け
合
っ
た
り
支
え
合
っ
た
り
す

　
る
仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
体
験

　
活
動
の
推
進
。

２
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
と
お

　
し
て
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る

　
気
持
ち
を
育
む
体
験
活
動
の
推

　
進
。

３
、
文
化
や
伝
統
に
親
し
む
交
流

　
活
動
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
心

　
を
育
む
体
験
活
動
の
推
進
。

４
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
を
と
お
し

　
て
、
社
会
奉
仕
へ
の
素
地
を
養

　
う
体
験
活
動
の
推
進
。

５
、
教
科
・
領
域
等
を
と
お
し
て
、

　
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
。

　
本
校
は
生
徒
数
65
人
と
小
規
模

　
校
だ
け
に
、
縦
割
り
活
動
を
重

　
点
に
し
た
教
育
を
実
践
。

◆
交
流
給
食 

◆
全
校
遠
足

◆
農
業
体
験 

◆
自
然
体
験

　
な
ど
、
全
校
が
グ
レ
ー
ト
・
フ

ア
ミ
リ
ー
の
よ
う
な
仲
の
良
さ
で

学
ん
で
い
ま
す
。

　
　

　
小
鹿
野
町
は
、
人
口
１
４,
０

０
０
人
、
面
積
１
７
０
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
自
律
の
宣
言
町
。
町

立
病
院
を
か
か
え
、
わ
が
津
南
町

と
類
似
点
が
多
い
町
で
す
。
「
全

国
、
小
さ
く
と
も
輝
く
自
治
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
り
、
健

康
宣
言
の
町
と
し
て
、
小
鹿
野
中

央
病
院
を
核
と
し
た
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
医

療
費
も
県
平
均
よ
り
も
相
当
低
水

準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
小
鹿

野
歌
舞
伎
の
鑑
賞
が
盛
ん
で
芸
能

文
化
の
薫
り
高
い
町
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は

先
進
地
の
多
く
の
医
療
が
中
心
に

な
り
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
小
鹿

野
町
で
は
保
険
と
福
祉
か
ら
発
信

し
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
平
成
10
年
に
は
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
中
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
連
携
を
よ
り
強
化
す
る

た
め
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
そ
の
中
に
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
配
置
さ
れ
、
保
健
と
福
祉
が
主

と
な
る
行
政
指
導
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
平
成
12
年
介
護
保
険

導
入
時
に
は
こ
れ
ら
が
直
営
で
対

応
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
委
員
会
で
は
７
月
15
日
〜
16
日

に
か
け
て
岩
手
県
釜
石
市
の
釜
石

キ
ャ
ビ
ア
㈱
と
陸
前
高
田
市
の
け

せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
共
同
組
合

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　　目
的
　
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
に
成

功
し
、
様
々
な
食
材
に
利
用
さ
れ

地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
釜
石
市
は
新
日
鉄
の
城
下
町
で

し
た
が
、
産
業
の
冷
え
込
み
、
合

理
化
で
年
々
低
迷
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
な
な
か
、
国
の
支
援
を
受

け
高
級
魚
の
養
殖
を
６
年
間
、
10

億
円
の
予
算
で
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
７
年
に
第
３
セ
ク
タ
ー

を
設
立
し
、
淡
水
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
、

海
水
で
ま
つ
か
わ
（
カ
レ
イ
の
種

類
）
の
養
殖
を
始
め
ま
し
た
が
市

場
で
の
販
売
が
う
ま
く
い
か
ず
、

19
年
に
市
内
有
志
か
ら
１
億
５
千

万
円
の
出
資
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
黒
字
化
ま
で
に
は
５

年
ほ
ど
必
要
と
の
事
で
す
。
チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
稚
魚
を
捕
る
こ
と
に
は

成
功
し
ま
し
た
が
、
産
卵
し
た
あ

と
孵
化
さ
せ
る
事
が
難
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
雌
雄
の
判
別
も
難
し
く

多
大
な
研
究
と
技
術
が
必
要
と
の

事
で
し
た
。

わ
が
町
は
湧
水
、
農
業
用
水
等
豊

富
で
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
の
研

究
等
が
必
要
で
あ
り
取
り
組
み
に

は
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　目
的
　
東
北
最
大
級
規
模
の
プ
レ

カ
ッ
ト
、
集
成
材
、
製
材
等
全
て

を
集
約
し
た
木
材
事
業
体
と
し
て

独
自
の
「
け
せ
ん
式
・
林
業
循
環

型
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
。
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社
を
超
え
る
林
業
関
係
者
、

建
設
業
者
、
工
務
店
で
構
成
し
、

森
林
所
有
者
か
ら
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
ま
で
が
参
画
す
る
事
で
、
山
を

生
か
し
地
域
を
生
か
す
林
業
循
環

シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
い
、
高
品

質
で
低
コ
ス
ト
の
製
品
供
給
を
目

指
し
て
、
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
、
パ

ネ
ル
加
工
、
造
作
材
加
工
ま
で
の

一
貫
体
制
を
実
現
し
た
工
場
で
し

た
。
ま
た
、
廃
材
を
利
用
し
て
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
木
材
乾
燥
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
が
町
も
広

大
な
森
林
を
持
ち
、
国
県
等
の
事

業
を
取
り
入
れ
森
林
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
間
伐
材
の
有
効

利
用
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
現
状

の
な
か
、
集
成
材
加
工
は
今
後
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

産業建設常任委員会 総文福祉常任委員会

キャビア生産とプレカット事業で地域振興 埼玉県「吉見町立東第二小学校」を視察
●委員長　 伊 林　康 男●委員長　 河 田　強 一

委員会レポート委員会レポート委員会レポート

吉
見
東
第
二
小
学
校
の

教
育
方
針
と
概
要

教
育
費
と
重
点
教
育

釜
石
キ
ャ
ビ
ア
株
式
会
社

国
保
町
立
小
鹿
野
中
央

病
院
の
特
徴
と
概
要

け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
共
同
組
合

豊かな心を育む教育の推進岩 手 県 に 県 外 視 察

目
的

目
的

1. 一般国道117号線・大倉バイパス早期完成
　　　23年度完成を目指し、12月に貫通予定
2. 一般国道405号線
　　　反里口～見玉間早期改良、見玉～大赤沢間早期改良、
　　　大割野地内歩道整備は早期整備難しい
3. 主要地方道小千谷十日町津南線整備促進
　　　豊船橋～卯ノ木間早期完成、穴山地内早期完成

4. 一般県道加用今新田津南停車場線整備促進
　　　赤沢地内早期完成、相吉～城原間早期完成
5. 一般県道中深見越後田沢停車場線整備促進
　　　所平地内早期改良
6. 一般河川釜掘川河川整備促進
　　　貝坂地内早期完成

委員会では7月7日新潟県土木部地域振興局地域整備部へ要望活動をしました。 地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
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津南町議会だより
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小鹿野町長を交えて懇談

学
年
を
超
え
た
活
動
で

社
会
性
の
育
成
を

自動化されたプレカット工場

チョウザメの卵キャビアは
宝石と言われる

工
場
内
に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

　
委
員
会
で
は
７
月
１
日
〜
２
日

埼
玉
県
吉
見
町
立
東
第
二
小
学
校

と
小
鹿
野
町
国
保
小
鹿
野
中
央
病

院
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
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埼
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ぼ
中
央
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平
成
21
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５
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現
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人
口
２
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９
５
４
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、

面
積
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・
63
平
方
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ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
貴
重
な
史
跡
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
町
で
す
。
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育
費
総
額
は
７
億
５,

２
６

５
３
千
円
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一
般
会
計
に
占
め
る

割
合
は
13
・
６
％
で
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
と

し
て
「
小
規
模
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の
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を
生
か

し
た
体
験
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縦
割
り
活
動
を
通
し
て
、
友
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仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
体
験

　
活
動
の
推
進
。

２
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
と
お

　
し
て
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る

　
気
持
ち
を
育
む
体
験
活
動
の
推

　
進
。

３
、
文
化
や
伝
統
に
親
し
む
交
流

　
活
動
を
と
お
し
て
、
豊
か
な
心

　
を
育
む
体
験
活
動
の
推
進
。

４
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
を
と
お
し

　
て
、
社
会
奉
仕
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。
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日
鉄
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が
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業
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冷
え
込
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、
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で
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ま
し
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そ
の
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な
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、
国
の
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ま
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わ
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の
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の
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を
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ず
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き
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は
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の
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メ
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を
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る
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と
に
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成
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し
ま
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が
難
し
か
っ
た

よ
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で
す
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ま
た
、
雌
雄
の
判
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も
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し
く

多
大
な
研
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と
技
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が
必
要
と
の

事
で
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た
。

わ
が
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は
湧
水
、
農
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用
水
等
豊
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で
あ
り
ま
す
が
、
か
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り
の
研
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等
が
必
要
で
あ
り
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組
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に

は
問
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が
あ
り
そ
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で
す
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的
　
東
北
最
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級
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模
の
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、
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材
、
製
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等
全
て

を
集
約
し
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木
材
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て
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的
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1. 一般国道117号線・大倉バイパス早期完成
　　　23年度完成を目指し、12月に貫通予定
2. 一般国道405号線
　　　反里口～見玉間早期改良、見玉～大赤沢間早期改良、
　　　大割野地内歩道整備は早期整備難しい
3. 主要地方道小千谷十日町津南線整備促進
　　　豊船橋～卯ノ木間早期完成、穴山地内早期完成

4. 一般県道加用今新田津南停車場線整備促進
　　　赤沢地内早期完成、相吉～城原間早期完成
5. 一般県道中深見越後田沢停車場線整備促進
　　　所平地内早期改良
6. 一般河川釜掘川河川整備促進
　　　貝坂地内早期完成

委員会では7月7日新潟県土木部地域振興局地域整備部へ要望活動をしました。 地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
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津南町に住んで思うこと

私もひと言シリーズ・町民の声
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政
権
が
代
わ
り
、
一
事
が
万
事

に
期
待
と
不
安
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
達
は
日
本
一
の
大

河
信
濃
川
の
如
く
、
台
風
や
大
雨

に
も
た
じ
ろ
が
ず
、
と
う
と
う
と

流
れ
、
大
き
な
川
の
流
れ
を
変
え

な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
数
十

年
に
及
ぶ
ダ
ム
建
設
の
計
画
が
一

夜
に
し
て
中
止
と
な
る
。
地
元
の

賛
成
反
対
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
水

を
利
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
下
流

域
の
賛
成
意
見
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ダ
ム
建
設
の
中
止
で
国
の
大
き
な

予
算
を
捻
出
す
る
の
は
い
い
が
、

大
倉
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
小
さ
い

工
事
に
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は

予
算
を
削
ら
な
い
で
欲
し
い
も
の
だ
。

し
か
も
早
期
完
成
を
望
む
。

　
町
の
皆
さ
ん
と
共
に
要
望
し
て

い
く
。（
勝
）

谷　内 戸田　貢輔さん
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町のホームページでも議会だよりをご覧になれます。
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一般質問（多方面からの議論）

　私が、新規就農者として津南町へ
移り住んで６年が経ちました。その間、
家族もでき地元の方々の温かい支援
のおかげで、現在楽しい日々を過ご
させていただいております。
　時には厳しくご指導を受けること
もありますが、農業の奥深さ、収穫
の喜びを実感しています。
　津南に住むようになって、まだ不
慣れなとき近隣の皆様から気さくに
声をかけていただき、人と人とのつ
ながりの大切さをあらためて学んだ
ように思います。子どもたちも元気
にあいさつをします。横断歩道を渡
り終えたとき「ありがとうございま
した」また、道ですれ違うとき「こ

んにちは」この何気ないあいさつに
気持ちも和らぎます。
　近年、人と人とのつながりが薄く
なってきていると言われていますが、
このあいさつが続く限り、そのよう
なことはないと思います。
　ここには、四季折々のすばらしい
自然もあります。このような環境の中、
子どもを育てられることは、今後の
成長にとって大変良いことと思って
います。
　この町が将来もっと発展していっ
ても、あいさつのできる素直な気持
ちは継続していってもらいたいと強
く感じています。

赤　沢 滝沢　歩惟さん
あ い

こう すけ

「きれいな町づくりをめざしましょう」
　先日、出かけたときのことです。
店を出ると、前方から60代くらいの
夫婦のような二人連れがやって来ま
した。男性はたばこを手にしていま
した。すると、何とそのたばこをす
ぐ足元の側溝へ落としたのです。
ショックでした。それを見て何も言
えない私も私ですが、隣にいた女性
が何も言わないことが信じられませ
んでした。たばこだけではありません。
車を走らせていると、コンビニの大
きな袋が道路の真ん中にありました。
前を走っていたトラックが踏んでし
まい、ゴミは散らかってしまいました。
私の車や後続の車もそれを踏んでし
まい、辺りはゴミだらけになってし
まいました。路肩などには、空き缶

やペットボトル、お弁当などのゴミ
が捨てられていることもあります。
捨てている人は何を考えているので
しょうか。小さい頃から、ポイ捨て
はいけないと習ってきたはずです。
環境破壊につながることも何らかの
形で耳にしていると思います。捨て
られたゴミを片付けているのは、捨
てた人ではありません。自分のゴミ
を自分で捨てることすらできない大
人がいるのです。そういう人たちの
意識が少しでも変わるような町づく
りをしていただけたらと思います。
そして、大好きな津南がこれからも
自然豊かで美しい町であってほしい
と思います。
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ユリの出荷作業に大忙し

夫婦仲良く里いも収穫

倒伏田も上手に稲刈り

ほぼ平年並みの作況

新規就農者が取り組む大豆生産 　一面に咲くそばの花

今年の出来は？秋にんじん
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